
「
芭
蕉
」
と

い
う
利
権

(
二
)

永

井

一

彰

17

は
じ
め
に

安
永
三
年
に
初
め
て
世
に
出
た

『俳
譜
七
部
集
』
は
、
そ
れ
ま
で
単
行
本
と
し

て
別

々
に
販
売
さ
れ
て
来
た
半
紙
本

の
七
部

の
書
、
す
な
わ
ち

『冬
の
日
』

『春

の
日
』

『阿
羅
野
』
『ひ
さ
ご
』

『猿
蓑
』

『炭
俵
』

『続
猿
蓑
』
を
小
本
二
冊
に
ま

と
め
た
も
の
。
そ
の
安
永
版
小
本
七
部
集

の
刊
記
に
名
前
を
連
ね
る
の
は
、
江
戸

の
山
崎
金
兵
衛

・
富
田
新
兵
衛
、
京
都
の
西
村
市
郎
右
衛
門

・
野
田
治
兵
衛

・
井

筒
庄
兵
衛
の
五
軒
で
あ
る
。
従
来
こ
の
書
は
、
安
永
当
時
七
部
の
書
の
板
権
を
持

っ

て
い
た
井
筒
屋

・
西
村
ら
が
主
導
し
、
他

の
本
屋
に
声
を
か
け
て
相
板
と
し
て
出

し
た
か
の
如
く
誤
解
さ
れ
て
来
た
。
が
、
事
実
は
さ
に
あ
ら
ず
、
も
と
も
と
は
京

の
板
元
の
与
り
知
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
さ
ほ
ど
悪
気

の
な
い
ま
ま
江
戸
の
富
田
が
仕
立

て
て
し
ま

い
、
そ
れ
が
重
板

(海
賊
版
)

の
答
め
を
受
け
た
た
め
、
井
筒
屋

・
橘

屋
と
の
縁

の
深
か

っ
た
山
崎
が
仲
裁
に
立
ち
、
相
板
と
し
て
こ
と
を
収
め
た
も
の

で
あ

っ
た
。
か
よ
う
に
重
板
が
ら
み
で
出
発
し
た
小
本
七
部
集
で
は
あ

っ
た
が
、

そ
の
手
軽
さ
も
あ
り
、
ま
た
折
か
ら
の
芭
蕉
賛
仰
熱
に
も
支
え
ら
れ
て
大
当
た
り

商
品
と
な

っ
て
行

っ
た
こ
と
は
、
富
田
は
言
う
ま
で
も
な
く
京
の
正
板
元

で
さ
え
予
想
し
得
な
か

っ
た
こ
と
に
違

い
な
い
。
そ
し
て
、
井
筒
屋
か
ら

板
権
を
買
い
取

っ
た
譜
仙
堂
こ
と
浦
井
徳
右
衛
門
と
彼
と
組
ん
だ
橘
屋
野
田

治
兵
衛
に
よ
っ
て
文
化
五
年
に
再
刻
さ
れ
、
井
筒
屋
の
名
前
も
残
し
て
三

軒
相
板
の
形
で
、
安
政
期
に
至
る
ま
で
出
版
が
続
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
安
永
か
ら
安
政
に
わ
た
る
八
十
年
余
の
正
板
小
本
七
部
集
の
出
版
事

情
に
つ
い
て
は
、
『奈
良
大
学
紀
要
』
第
三
十

一
号
収
録
の
前
稿

「芭
蕉
と

い
う
利
権

(
一
)」
に
詳
述
し
た
。
八
十
年
余
に
わ
た
る
出
版
の
事
実
は
、

小
本
七
部
集
が
良
く
売
れ
た
こ
と
、
言

い
換
え
れ
ば
本
屋
に
利
益
を
も
た

ら
し
て
く
れ
る
魅
力
的
な
商
品
で
あ

っ
た
こ
と
を
物
語
る
。
七
部
集
本
文

の
校
合
資
料
と
し
て
は
取
る
に
足
り
な

い
扱

い
を
受
け
て
来
た
小
本
七
部

集
は
、
い
わ
ば

「芭
蕉
」
と
い
う
利
権
を
象
徴
す
る
資
料
と
し
て
再
評
価

さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
こ
と
、
前
稿
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
が
、
そ

の
利

権
の
大
き
さ
を
正
確
に
把
握
す
る
た
め
に
は
ま
だ
い
く

つ
か
考
え
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
が
あ
る
。
そ
の

一
つ
が
、
彩
し
く
出
回

っ
た
小

平成15年9月5日 原稿 受理 文学部国文学科
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本
七
部
集
の
重
板
の
実
態
で
あ
る
。
再
掲
に
な

る
が
、
小
本
七
部
集
の
正
板

・
重
板

の
流
れ
を

整
理
し
た
下
の
表
を
御
覧

い
た
だ
き
た
い
。
囲

み
に
入
れ
た
も
の
が
正
板
、
そ
れ
以
外
は
重
板

で
あ
る
。
安
永
三
年
版
の
出
版
は
文
化
五
年
ま

で
の
三
十
四
年
間
に
及
ぶ
が
、
不
思
議
な
こ
と

に
そ
の
重
板
ら
し
き
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
。
そ

れ
は
、
前
稿
に
述
べ
た
よ
う
に
、
安
永
版

が
江

戸
京
五
軒
相
板
の
形
式
を
と

っ
た
た
め
に
、
結

果
と
し
て
上
方

・
江
戸
の
両
地
域
に
睨
み
が
き

い
た
か
ら
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ

が
、
板
権
の
移
動
に
伴

っ
て
江
戸
の
本
屋

が
外

さ
れ
文
化
五
年
再
刻
京
三
軒
版
が
出
る
と

、
そ

れ
を
待

っ
て
い
た
か
の
よ
う
に
江
戸
表
を

中
心

に
重
板
が
続
出
し
、
安
政
四
年
ま
で
の
約

五
十

年
間
に
そ
の
数
九
種
に
及
ん
だ
。
そ
れ
は
、
表

に
沿

っ
て
言
え
ば
、
文
化
再
刻
の
正
板
を
刊
記

部
を
含
め
て
そ

っ
く
り
そ
の
ま
ま
模
し
て
小
本

二
冊
と
し
た
重
板
A

・
C

・
B
に
始
ま
り

、
刊

記
部
を
省

い
た
や
は
り
小
本
二
冊
の
重
板

D
、

掌
中
本
二
冊
に
仕
立
て
直
し
て
目
先
を
変
え
た

天
保
十

一
年
刊
の

『掌
中
俳
譜
七
部
集
』
と
そ

185718511847184518431840183518081774

安政

四
年江

戸大

坂九

軒
版

噌

((

嘉校 弘
永正 化
四七 四
年 部 年
刊 集 刊
))■ 曽

横本

扉
譜
七
部
塞

文 噌

蚕難

軽整覆1_覆諺 轍

蕪 轍 譲 司 緩一妻←毯咽覆一
)集)DA

一 一 一

文 安 ← 安化 永 永

五 三 三
年 年 年
再 京 江
刻 三 戸
京 軒 京
三 版 五
軒 軒
版 版

一 一 一

の
覆
刻
版
、
同
じ
く
掌
中
本
で

『奥
の
細
道
』
を
添
え
て
三
冊
と
す
る
天
保
十
四

年
刊
の

『天
保
校
正
俳
譜
七
部
集
』
、
袖
珍
本

(三

ッ
切
横
本
)

一
冊
と
す
る
弘

化
二
年
刊

『校
正
七
部
集
』
、
横
本
二
冊
の
嘉
永
四
年
刊

『校
正
七
部
集
』
が
そ

れ
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
重
板
が
ま
た
別
の
重
板
を
生
む
と
い
う
複
雑
な
動
き
も

認
め
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
正
板
元
の
浦
井
も
こ
れ
ら
を
座
視
し
て
い
た
わ
け
で
は

な
く
、
京
の
組
合
を
通
じ
て
度
々
差
し
構
え
を
起
こ
し
て
い
た
こ
と
は

『上
組
済

帳
標
目
』
の
記
録
に
明
ら
か
で
あ
る
が
、
結
局
重
板
の
動
き
を
封
じ
籠
め
る
こ
と

は
出
来
な
か
っ
た
。
九
種
の
重
板
の
多
く
は
杜
撰
に
杜
撰
を
重
ね
、
資
料
的
に
は

見
る
に
耐
え
な

い
姿
を
呈
し
て
い
る
。
が
、
そ
れ
ら
を
も
視
野
に
入
れ
る
こ
と
に

よ

っ
て
、
始
め
て

「芭
蕉
」
と
い
う
利
権

の
大
き
さ
が
浮
か
び
上
が
っ
て
来
る
と

筆
者
は
考
え
る
。
以
下
、
九
種

の
重
板
を
取
り
上
げ
て
そ
の
実
態
を
探
る
と
共
に
、

重
板
の

一
つ
で
あ
る

『掌
中
俳
譜
七
部
集
』
を
も
と
に
正
板
元
に
よ
っ
て
商
品
化

さ
れ
た
弘
化
四
年
横
本
七
部
集
な
ど
を
中
心
に
、
重
板
に
群
が
る
本
屋
と
正
板
元

と
の
駆
け
引
き
の
有
様
を
見
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

な
お
、
文
中
に
取
り
上
げ
る
重
板
の
表
紙

・
寸
法
に
つ
い
て
、
特
に
断
ら
な
い

も
の
は
文
化
五
年
版
と
同
様
、
浅
葱
色
系
の
布
目
地
表
紙
で
概
ね
小
本
大
で
あ
る

と
御
理
解

い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
表
紙
の
図
版
は
示
さ
な

い
が
、
題
簸
は
い
ず

れ
も
左
肩
に
あ
り
、
特
に
断
ら
な
い
も
の
は
白
地
で
あ
る
。
そ
れ
に
、
前
稿
と
同

様
、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
綿
屋
文
庫
蔵
本
は
綿
屋
本
と
、
上
野
市
芭
蕉
翁

記
念
館
芭
蕉
文
庫
蔵
本
は
芭
蕉
本
と
、
雲
英
末
雄
氏
蔵
本
は
雲
英
本
と
、
加
藤
定

彦
氏
蔵
本
は
加
藤
本
と
略
称
す
る
。
○
で
囲

っ
た
番
号
は
、
説
明
の
便
宜
上
筆
者

が
仮
に
付
し
た
も
の
。
図
版
は
見
や
す
い
よ
う
に
巻
末
に

一
括
し
て
掲
げ
た
。
本

・
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文
各
項
目
の
下
に
入
れ
た
頁
数
は
、
図
版

の
そ
れ
で
あ
る
。
図
版
は
各
項
目
毎
に

見
開
き
と
し
て
収
め
る
こ
と
を
優
先
し
た
た
め
、
縮
小
率
は

一
定
し
て
い
な
い
。

重
板
A
本

図

版

20

・
21
頁

こ
の
重
板
A
本
は
、
文
化
五
年
版
の
後

刷
本
を
題
籏

・
序

・
本
文

・
蹟

・
目
録

刊
記
の
す
べ
て
に
わ
た
り
比
較
的
忠
実
に
模
し
た
本
で
あ
る
。
用
字
も
ほ
ぼ
文
化

版
に

一
致
。
ノ
ド
の
丁
付
も
文
化
版
を
踏
襲
し
、
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

上下

〈丁

付
〉

序

文

序
萱
、
序
弍

春
の
日

○

ハ

一
～
○
ハ
十
ヲ

冬
の
日

○

フ

一
～
○
フ
九
ヲ

ひ
さ
ご

○
ヒ

一
～
○
ヒ
十

猿

蓑

○
サ

一
～
○
サ
三
十
六

続
猿
蓑

○

ソ

一
～
○
ソ
四
十

ヲ

炭

俵

○
ス

一
～
○
ス
三
十
三
ヲ

阿
羅
野

○
ア

一
～
○
ア
四
十

ニ
ヲ

員

外

○
イ
壼
～
○
イ
十
七

ヲ

践

文

祓

目
録
刊
記

(丁
付
ナ
シ
)

こ
の
う
ち
、
『炭
俵
』
12
丁
を

「十

一
」
と
誤
刻
。
ま
た
、
文
化
版
と
同
様
、

目
録
刊
記
の
丁
に
は
丁
付
を
入
れ
な
い
。
管
見
に
入

っ
た
重
板
A
本
は
、
次
の
七

点
が
あ
る
。
な
お
、
*
印
は
そ
の
冊
に
元
題
籏
が
残
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
ち
な

重板A本

家
蔵
本
①

家
蔵
本
②

芭
蕉
本
⑦

芭
蕉
本
⑧

綿
屋
本
㎜

・
3

家
蔵
本
④

家
蔵
本
③

上
巻

*
ハ
フ
ヒ
サ

ソ

バ
フ
ヒ
サ

ソ

*
ハ
フ
ヒ
サ

ソ

*
ハ
フ
ヒ
サ

ソ

*
ハ
フ
ヒ
サ

ソ

欠欠

下
巻

*
ス
ア
イ

ス
ア
イ

ス
ア
イ

*
ス
ア
イ

*
ス
ア
イ

*
ス
ア
イ

*
ス
ア
イ

み
に
、
芭
蕉
本
⑦
は
ラ
ベ

ル
に

「安
永
三
/
7
」
と

あ
る
も

の
。
芭
蕉
本
⑧
は

未

整

理
本

で
、
受

入
番

　
号
66
。
表
か
ら
明
ら
か
な

4
よ
う
に
、
作
品

の
収
録
順

は
ど
の
本
も
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
家
蔵
本
①
②
以
外

の
本
は
目
録
刊
記
の

一

丁
を
省
略
し
、
家
蔵
本
③
は
践
文

の

一
丁
を
も
省
い
て
い
る
。
ま
た
家
蔵
本
③
は

本
文
の

一
部
、
ス
27

・
28
丁
、
ア
ー4

・
15

・
17

・
19

・
37
丁
、
イ
ー
丁
の
板
木
を

彫
り
直
す
。
家
蔵
本
①
に
よ

っ
て
、
題
籏

・
序
文

一
丁
裏

・
『春
の
日
』

一
丁
裏

・

践
文
裏

・
目
録
刊
記
の
丁
表
裏
を
図
1
～
5
と
し
て
掲
げ
る
。
前
稿

の
文
化
版

の

図
版
10
～
14
と
見
較
べ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
良
く
似
て
は
い
る
も
の
の
異
板
た
る

こ
と
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
重
板
A
本
の
題
籏
に
二
種
類
あ
り
。
家
蔵
本
①

上
巻
の
そ
れ
は
綿
屋
本
と
同
じ
で
、
芭
蕉
本
⑦
の
も
の
は
書
体
や
や
異
。
下
巻
は

家
蔵
本
①

・
芭
蕉
本
⑧

・
綿
屋
本
が
同
じ
で
、
家
蔵
本
③
④
と
小
異
が
あ
る
。

さ
て
、
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
重
板
A
本
は
文
化
版
を
比
較
的
忠
実
に

模
し
た
本
で
あ
る
。
が
、
基
本
的
に
儲
け
を
意
図
し
た
重
板
で
あ
る
以
上
、
手
ぬ

き

・
杜
撰
箇
所
が
少
な
く
は
な
い
。
先
ず
目
に
つ
く
の
が
、
文
化
版
の
欠
刻
を
な

ぞ

っ
た
風
の
文
字

の
形
を
無
視
し
た
杜
撰
な
写
し
で
あ
る
。
図
6
の
ω
、
『炭
俵
』

一19一
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17
丁
裏
は
そ
の

一
例
。

一
行
目
頭

の

「浦
」
の
労
部
分
、
囲
み
の
中

の
横
棒
二
本

が
省
か
れ
、
ま
た
三
行
目
下
の
作
者
名

「洒
堂
」
の

「洒
」
の
肇
の

一
画
が
や
は

り
と
ん
で
し
ま

っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
文
字
の
形
を
な
さ
な

い
杜
撰
箇
所
が
全

体
で
37
箇
所
あ
る
。
次
に
目
立

つ
の
が
、
濁
点

・
返
り
点

・
音
読
付
号

・
ル
ビ
等

の
省
略
で
、
図
6
の
ω

『続
猿
蓑
』
28
丁
表

の
墨
消
し
部
を
省

い
た
例
な
ど
は
そ

の
典
型
。
こ
れ
が
全
部
で
16
箇
所
。
ま
た
、
作
者
の
肩
書

「伊
賀
」
を

「
イ
カ
」

と

い
う
よ
う
に
、
漢
字
か
ら
カ
ナ
に
し
て
し
ま

っ
た
箇
所
が
8
例
あ
る
。
こ
れ
ら

の
省
略
は
、
写
し

・
彫
り
の
手
間
を
惜
し
ん
だ
も
の
。
そ
れ
以
外
に
誤
読
も

4
例

あ

っ
て
、
杜
撰

・
手
抜
き
を
含
め
て
65
箇
所
。
要
約
す
れ
ば
、
重
板
A
本
は
文
化

版
を
も
と
に
、
手
間
を
省
き

つ
つ
杜
撰
に
写
し
て
作
ら
れ
た
重
板
と

い
う
こ
と
に

な
る
。
が
、
そ
の
杜
撰
さ
は
以
下
の
C

・
B

・
D
本
に
較
べ
れ
ば
ず

い
ぶ
ん
と
ま

し
で
あ
る
。
出
版
の
順
序
と
し
て
は
、
目
録
刊
記
の
丁
の
あ
る
家
蔵
本
①
②
が
先

に
出
て
、
芭
蕉
本
⑦
以
下
で
目
録
の
丁
が
外
さ
れ
、

一
部
改
刻
の
家
蔵
本
③
に
及

ん
だ
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
目
録
の
丁
を
外
し
た
の
は
、
少
し
で
も
重
板

の
答

め
を
避
け
る
た
め
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
重
板
A
本
は
、
次
に
取
り
上
げ

る
C
本
以
下
の
江
戸
表
で
出
回

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
重
板
と
の
関
わ
り
が
認
め
ら

れ
な
い
。
家
蔵
本
も
す
べ
て
関
西
方
面
で
入
手
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
思
う
と
、

上
方
版
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
。
こ
れ
に
該
当
す
る
記
録
も

『済
帳
』
に
見
出
す

こ
と
が
出
来
ず
出
版
年
代
も
不
明
と
す
る
他
な
い
が
、
後
で
取
り
上
げ
る
重
板
ほ

ど
崩
れ
て
い
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
文
化
版
出
版
後
の
比
較
的
早

い
時
期

の
も

の
で
あ
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。

二

重
板
C
本

図

版

22

・
23
頁

こ
の
重
板
C
本
は
重
板
A
本
と
同
様
、
文
化
版
後
刷
本
を
題
籏

・
序

・
本
文

・

践

・
目
録
刊
記
の
す
べ
て
を
模
し
た
本
で
、
用
字
も
文
化
版
に
ほ
ぼ

一
致
す
る
。

ノ
ド
の
丁
付
も
文
化
版
を
踏
襲
す
る
が
、
『冬

の
日
』
1

・
2
丁
の

「
フ
」
と
あ

る
べ
き
所
を

「
ラ
」
と
、
ま
た

『猿
蓑
』
33
丁
の

「サ
」
を

「リ
」
と
誤
る
。
そ

重板C本

家
蔵
本
④
②

家
蔵
本
⑤

雲
英
本
⑬

雲
英
本
⑩

雲
英
本
⑨

家
蔵
本
①

加
藤
本
⑨

芭
蕉
本
⑨

家
蔵
本
⑥

茨
木
高
校
本

家
蔵
本
③

上
巻

ハ

フ
ヒ

サ

ソ

バ

フ
ヒ

サ

ソ

*

ハ

フ
ヒ

サ

ソ

欠

*

ハ

フ
ヒ

ス

サ

*

ハ

フ
ヒ

ス

サ

*

ハ

フ
ヒ

ス

サ

*

ハ

フ
ヒ

ス

サ

*

ハ

フ
ヒ

ス

サ

*

ハ

フ
ヒ

ス

サ

ハ

フ
ヒ

ス

サ

下
巻

*
ス
ア
イ

欠欠ス
ア
イ

*
ソ
ア
イ

欠欠欠欠

*
ソ
ア
イ

ソ
ア
イ

れ

に

、

『
ひ

さ

ご
』

9

丁

の
み

が

・

(黒

マ
ル
)

で

標

示

さ

れ

て

い
る

。
重

板

A

・
C

・
B

・
D

の
中

で

は
最

も

目

に

つ
く

本

で
、

管

見

の
も

の
上

の
十

一
点

が
あ

る

。

な

お

、

芭
蕉

本

⑨

は

ラ

ベ

ル
に

「文

化

五

/

4
」

と

あ

る
も

の
。

題

籏
は
、
上
巻
七
点
の
う
ち
芭
蕉
本
⑨
に
は
旧
蔵
者
に
よ
る
な
ぞ
り
書
き
が
あ
り
原

姿
不
明
な
が
ら
、
他
の
六
点
は
同

一
。
下
巻
三
点
も
同

一
の
題
籏
で
あ
る
。
家
蔵

本
④
②
は
寄
本
。
茨
木
高
校
本
に
は
目
録
刊
記
の

一
丁
が
無

い
。
家
蔵
本
①

に

よ

っ
て
、
図
1
～
5
に
題
簸

・
序
文

一
丁
裏

・
『春
の
日
』

一
丁
裏

・
践
文
裏

・

目
録
刊
記
の
丁
の
表
裏
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
た
だ
し
、
下
巻
の
題
簸
の
み
家
蔵
本

②

に
よ
る
。
注
目
す
べ
き
は
家
蔵
本
③
で
、
こ
の
本
は
全
㎜
丁
の
う
ち
次
の
m
丁

を
彫
り
直
し
て
あ
る
。

一20一
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1
、
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、

1
S
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-
⊥
～

r
O

、

-
⊥
～

4

ヘ

へ

り
0

湘
4

、

-
⊥
～

FO

ヘ

ヘ

ピ
0

ハ0

ヘ

へ

ー
⊥

9
自

戻
」
～

O
J

、

10

ヘ

へ

ρ
0

7
σ

9

～

0

、

2

8

～

11

、

-
⊥
、

9
白
、

-
⊥

-
⊥

ヘ

へ

じ
0

ρ
0

919

SS

1733
、 、

践35

文'
36

、

39
、

40

16

S

19
、

24
S
29

23
、

24
、

29
、

30
、

37
、

38

13
、

14
、

19

S

22
、

25
、

26
、

29
S
34

 

か
よ
う
な
補
刻
は
、
同

一
書
の
板
木
を

二
軒

の
本
屋
が
ほ
ぼ
等
分
に
分
割
所
有

し
て
い
て
、
う
ち

一
軒
分
が
火
事
な
ど
で
丸
ご
と
失
わ
れ
た
場
合
に
見
ら
れ
る
現

象
。

い
ま
詳
し
く
述
べ
て
い
る
暇
は
無

い
が
、
『奥
細
道
菅
菰
抄
』
な
ど
に
そ
の

例
が
あ
る
。
作
品

の
収
録
順
に
二
つ
の
型

が
あ
り
、
1
は
ハ
フ
ヒ
サ
ソ
ス
ア
イ
型
、

H
は

ハ
フ
ヒ
ス
サ
ソ
ア
イ
型
。
補
刻
本
が

H
型
だ
か
ら
、
1
型
が
先
行
す
る
と
思

わ
れ
る
。

さ
て
、
こ
の
重
板
C
本
、
文
化
版
を
な
ぞ

っ
て
は
い
る
も

の
の
、
や
は
り
杜
撰

は
多

い
。
と
り
わ
け
目
立

つ
の
は
板
下
を
こ
し
ら
え
た
人
物
が
文
字

(特
に
漢
字
)

を
読
め
て
い
な

い
た
め
の
誤
り
で
、
図
6
ω
の

『炭
俵
』
11
丁
裏
は
そ
の

一
例
。

こ
れ
は
二
行
目
下
部
の

「欲
ぼ
り
て
」
の
と
こ
ろ
、
「り
」
か
ら

「
て
」
の
二
画

目
へ
直
接
続
い
て
し
ま

い
、
「
て
」
の

一
画

目
が
左

へ
浮
く
と
い
う
書
き
振
り
で
、

文
字
の
形
を
な
し
て
い
な
い
。
同
様
の
杜
撰
が
全
体
で
98
箇
所
見
受
け
ら
れ
る
。
図

6

ω
は
、
『猿
蓑
』
27
丁
裏

の
誤
読
例
。
二
行
目
下
半
分

「殿
よ
り
の
ふ
ミ
」
の

「殿
」
が
漢
字
と
し
て
読
め
な
か

っ
た
ら
し
く
、
仮
名
の

「か
ま
」
と
誤
写
し
、

加
え
て

「
よ
り
」
を

「よ
け
」
と
誤
る
。
か
よ
う
な
誤
読
例
が
、
全
部
で
39
箇
所

あ
る
。
ま
た
、
A
本
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
濁
点

・
ル
ビ
等
の
省
略
例
も
当
然
あ
る

が
、
こ
れ
は
7
例
と
比
較
的
少
な
い
。
図
6
紛
の
よ
う
に

『続
猿
蓑
』
の
墨
消
し

を
残
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
重
板
C
本
に
は
そ
の
点
か
ら
の
省
力
意
識
は

薄
い
。
が
、
杜
撰

・
誤
読

・
省
略
等
併
せ
て
窟
箇
所
で
、
A
本
の
二
倍
以
上
い
い

か
げ
ん
な
本
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
こ
の
重
板
C
本
、
天
保
十

一
年
以
前
の
江
戸
版
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
後

に
触
れ
る
が
、
伝
本
が
多

い
こ
と
、
全
体
の
半
分
以
上
に
及
ぶ
補
刻
本
が
存
在
す

る
こ
と
な
ど
考

え
併
せ
る
と
、
も
と
も
と
二
軒
の
本
屋
が
絡
ん
で
い
て
出
版
も
比

卜

較
的
長
期
に
わ
た

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

つ

三

重
板
B
本

図

版

24

・
25
頁

こ

の
重

板

B
本

は

、

重

板

C
本

を

模

し

た

本

で

あ

る

。

る

が
、

『春

の

日
』

の
全

丁

、

『冬

の

日
』

の

ー

・
2

丁
、

重板B本

家
蔵
本
①

家
蔵
本
②

雲
英
本
⑦

雲
英
本
⑧

加
藤
本
⑧

上
巻

ハ
フ
ヒ
サ

ソ

欠

ハ
フ
ヒ
サ
ソ

バ
フ
ヒ
サ
ソ

バ
フ
ヒ
サ
ソ

下
巻

ア
イ

ス

ア
イ

ス

ア
イ

ス

ア
イ

ス

欠

丁
付
も
C
本
を
踏
襲
す

及
び

『阿
羅
野
』
の
8

丁
を

・
(黒
マ
ル
)
で
標

示
す
る
と
こ
ろ
が
C
本
と

異
な
る
。
ま
た
、
図
版
か

ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

用
字
は
必
ず
し
も
C
本
の
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ま
ま
で
は
な
い
。
管
見
に
入

っ
た
も
の
に
前
頁
下
段

の
五
点
が
あ
る
。
こ
の
五
点
、

た
ま
た
ま
全
て
に
元
題
簸
が
残
る
が
、
上

下
巻
各
四
点
そ
れ
ぞ
れ
題
籏
は
同
じ
。

ま
た
、
作
品

の
収
録
順
も
同
じ
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
松
宇
文
庫
に
も
B
本
二
点

を
蔵
す
る
が
、

い
ず
れ
も
籏
欠
。
家
蔵
本

に
よ

っ
て
、
題
籏

・
序
文

一
丁
裏

・
『春

の
日
』

一
丁
裏

・
蹟
文
裏

・
目
録
刊
記

の
丁
の
表
裏
の
図
版
を
図
1
～
5
に
掲
げ

て
お
く
。

こ
の
B
本
が
C
本
に
拠

っ
て
い
る
根
拠
と
し
て
は
、
C
本
の
杜
撰
箇
所
を
そ
の

ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
例
を

い
く

つ
か
見
て
み
よ
う
。

図
6
ω
は
、
『ひ
さ
ご
』
の
4
丁
裏
。
二
行
目

「ま
ゆ
烹
也
」
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
、

「烹
」
の
字
を
C
本
は
誤

っ
て
い
る
が
、

B
本
も
こ
れ
を
踏
む
。
図
6
紛
は
、
先

に
も
示
し
た

『猿
蓑
』

27
丁
裏
。
こ
れ
も
ま
た

「
か
ま
よ
け
か
ふ
ミ
」
を
そ
の
ま

ま
写
し
て
い
る
。
図
6
ω
は

『ひ
さ
ご
』

8
丁
裏
。
二
行
目

「切
籠

の
紙
手
」
の

「紙
」
の
字
を
C
本
で
中
途
半
端
に
彫
り
残
し
た
た
め
、
B
本
の
板
下
を
作

っ
た

人
物
は
判
読
し
か
ね
た
ら
し
く
、
空
白
に
し
て
あ
る
。
か
よ
う
に
C
本
の
杜
撰
箇

所
を
踏
襲
し
た
部
分
は
B
本
全
体
で
29
箇
所
に
及
び
、
B
本
が
C
本
に
拠

っ
て
い

る
こ
と
は
疑
う
べ
く
も
な

い
。
そ
し
て
、

C
本
か
ら
B
本
が
作
ら
れ
る
際
に
杜
撰

は
さ
ら
に
重
ね
ら
れ
、
濁
点

・
ル
ビ
等

の
省
略

75
箇
所
、
作
者
所
書
き
の
漢
字
か

ら
カ
ナ

へ
の
書
き
替
え
44
箇
所
、
誤
読

燭
箇
所
、
杜
撰
な
写
し
53
箇
所
、
読
め
な

い
ま
ま
に
空
白
と
し
て
残
し
た
と
こ
ろ
9
箇
所
、
合
計
脚
箇
所
に
新
た
な
誤
り
が

生
ま
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
な
お
、
こ
の
重
板
B
本
も
天
保
十

一
年
以
前

の
江
戸

版
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
後
で
触
れ
る
。

四

重
板
D
本

図

版

26

・
27
頁

こ

の
重

板

D
本

は

重

板

B
本

を

も

と

に

し

て
作

ら

れ

た

も

の
。

こ

の
本

の
特

徴

は

、

丁

付

を

上

下

と

も

そ

れ

ぞ

れ

通

し
と

し

て

、

目
録

刊

記

の

一
丁

を

省

い
て

い

る

と

い
う

点

に

あ

る
。

上

巻

に

は

序

文

・
ハ

(春

の

日
)
・
フ

(冬

の

日

)
・
ヒ

(ひ

さ

ご

)
・
サ

(猿

蓑

)
・
ソ

(
続

猿
蓑

)

を
収

録

し

て
、

丁

付

を

ノ

ド

に

一
～

百

三

と

入

れ

る

。

下

巻

に

は

ア

(
阿

羅

野

)
・
イ

(員

外

)
・
ス

(炭

俵

)
・
蹟

文

を

収

め

、

丁

付

は

一
～

八

十

九

。

た

だ

し

、

四

十

二

に

又

丁

が
あ

り

、

下
巻

の
実

質

丁

数

は
九

十

と

な

る

。

ま

た

、

下

巻

に

は

処

々
に

ア

・
イ

・
ス

の
略

号

が

丁
付

に
入

る
丁

が

あ

る

。
管

見

に
入

っ

重板D本

家
蔵
本
①

家
蔵
本
②

雲
英
本
⑪

雲
英
本
⑲

加
藤
本
⑩

芭
蕉
本
⑩

　 　

○ ○ ○ ○ ○ ○ 上

　 　 　

○ ○ 欠 ○ ○ ○ 下

巻

一
丁
裏
の
序
文
前
半
部
、
図
3
は
上
巻
二
丁
裏
の

は
下
巻
八
十
九
丁
裏
の
賊
文
後
半
部
で
、
い
ず
れ
も
家
蔵
本
①
に
よ
る
。

板
D
本
が
重
板
B
本
に
拠

っ
て
い
る
こ
と
は
、
作
品
の
収
録
順
が
同
じ
で
あ
る
こ

と
、
用
字
が
ほ
ぼ

一
致
す
る
こ
と
か
ら
も
見
当
は
つ
く
が
、
D
本
が
B
本
に
の
み

見
ら
れ
る
杜
撰

・
誤
読
箇
所
を
踏
襲
し
て
い
る
の
が
何
よ
り
の
証
拠
と
な
る
。
例

　

　

を

上

げ

よ
う

。

図

5
ω

二
行

目

「
な

と

ひ

て
」

は

「
な

ら

ひ

て
」

の
、

図

5
ω

二

　

　

　

 行

目

「
乗

ら

る

・
」

は

「
烹

ら

る

・
」

の
、

図

5
紛

一
行

目

「
は

・
け

ぬ
」

は

た
も
の
、
上
の
六
点
。
う
ち
上
巻

に
つ
い
て
は
二
点
、
下
巻
は
三
点

に
元
題
籏
が
残
り
、
い
ず
れ
も
同

一
。
次
に
図
版
を
示
そ
う
。
図
1

は
加
藤
本
⑩
の
題
籏
。
図
2
は
上

『春
の
日
』
冒
頭
部
、
図
4

こ
の
重

一22一
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「す

・
け
ぬ
」

の
誤
り
で
あ
る
が
、
D
本

は
B
本
の
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て

い
る
。
図

5
ω
二
行
目
頭
の

「親
」
の
不
自
然
な
書
体
も
そ
の
ま
ま
に
写
す
。
同

様
の
例
は
全
体
で
励
余
箇
所
に
及
び
、
D
本
が
B
本
に
拠

っ
て
作
ら
れ
て
い
る
こ

と
は
疑
う
べ
く
も
な
い
。
た
だ
不
審
な
の
は
、
D
本
の
中
に
B
本
と
は
著
し
く
異

な
る
丁
が
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
次
の
7
丁
で
あ
る
。
な
お
、
(

)

内

の
数
字
は
対
応
す
る
B
本
の
丁
数

で
あ

る
。
上
巻
十
五

(
フ
五
)
・
十
六

(フ

六
)
・
廿
三

(ヒ
四
)
・
廿
四

(ヒ
五
)
・
七
十

一

(
ソ
八
)
・
七
十
二

(
ソ
九
)
、

下
巻
二
十

一

(ア
ニ
十

一
)
。
こ
の
う
ち

上
七
十

一
・
七
十
二
以
外

の
5
丁
は
、

ル
ビ

.
用
字
な
ど
が
B
本
よ
り
も
文
化
五
年
正
板
に
近

い
。
上
巻
十
五

(
フ
五
)

丁
の
例
を
図
6
に
あ
げ
て
お
く
。
上
段
が
文
化
版
、
中
段
が
重
板
B
本
、
下
段
が

重
板

D
本
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
重
板
D
本
は
全
体
を
B
本
に
拠
り

つ
つ
も
、
ご
く

]
部
の
丁
の
み
文
化
正
板
に
倣

っ
て
い
る

こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
理
由
は
良

く
わ
か
ら
な
い
。
が
、
右
の
七
丁
を
除
き
、
B
本
か
ら
D
本
が
作
ら
れ
る
際
に
、

ル
ビ

・
濁
点
等
の
省
略
19
箇
所
、
杜
撰

92
箇
所
、
誤
読
14
箇
所
、
判
読
し
か
ね
て

空
白
と
し
た
と
こ
ろ
10
箇
所
と
、
合
計

燭
箇
所
に
わ
た

っ
て
杜
撰
に
杜
撰
を
重
ね

て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
文
化
正
板
に
近
い
5
丁
は
修
正
意
識
に
基
づ
く
も
の

で
は
な
く
、
何
ら
か
の
理
由
に
よ
る
物
理
的
操
作
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
重
板
C

・
B

・
D
は

い
つ
ご
ろ
ど
こ
で
出
版
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

次
項
で
取
り
上
げ
る

『掌
中
俳
譜
七
部
集
』
は
重
板
B

・
D
本
を
参
考
に
し
た
形

跡
が
あ
り
、
そ
の
出
版
は
天
保
十

一
年
で
あ
る
。
よ

っ
て
、
B

・
D
本
及
び
B
本

が
拠

っ
た
C
本
の
出
版
が
そ
れ
以
前
で
あ

る
こ
と
は
明
白
。
そ
し
て
、
こ
れ
も
後

述
す
る
が
、
出
版
部
数
が
ご
く
限
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る

『掌
中
俳
譜
七
部
集
』

の
覆
刻
版
が
江
戸
表

で
広
く
出
回

っ
た
こ
と
を
思
う
と
、
重
板
C

・
B

・
D
本
は

江
戸
版
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
れ
に
関
連
し
て
次
の
よ
う
な
傾
向
も
指
摘
し

て
お
き
た
い
。
関
西
在
住
の
筆
者
が
こ
ち
ら
で
小
本
七
部
集
を
収
集
す
る
折
に
、
B
・

C

・
D
を
始
め
後
述
の
重
板
も
目
に
す
る
機
会
は
極
め
て
少
な
か

っ
た
。
と
こ
ろ

が
、
関
東
方
面
の
本
屋
の
目
録
な
ど
で
見

つ
け
て
取
り
寄
せ
て
み
る
と
、
そ
れ
が

重
板
で
あ

っ
た
こ
と
が
多

い
。
重
板
C
の
家
蔵
本
③
、
重
板
D
の
家
蔵
本
①
②
な

ど
は
そ
れ
で
あ
る
。

一
方

で
、
関
東
方
面
で
収
集
な
さ

っ
た
雲
英
末
雄
氏

・
加
藤

定
彦
氏
の
蔵
書
中
に
は
重
板
が
多
く
、
正
板
は
極
め
て
少
な
い
と
い
う
事
実
に
も

注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
個
々
の
本
に
つ
い
て
見
て
行
く
と
、
次

の

よ
う
な
標
徴
も
認
め
ら
れ
る
。

・
重
板
C
の
家
蔵
本
③

各
冊
見
返
し
と
後
表
紙
に

「入
間
郡
/
南
入
曽
/
上

志
村
」
の
丸
形
墨
印
が
あ
る
。
南
入
曽
は
、
現
埼
玉
県
狭
山
市
南
入
曽
村
。

・
重
板
C
の
雲
英
本
⑨

「雁
清
」
の
仕
入
印
が
あ
る
。
「雁
清
」
は
江
戸
の
雁

金
屋
清
兵
衛
で
あ
ろ
う
。

・
重
板
B
の
加
藤
本
⑦

上
下
巻
の
各
末
尾
に

「上
総
/
北
野
村
/
禽
政
」

の

丸
形
墨
印
が
あ
る
。

以
上
の
こ
と
が
ら
を
総
合
し
て
、
重
板
C

・
B

・
D
本
は
江
戸
生
ま
れ
で
関
東

方
面
に
広
く
出
回

っ
た
と
考
え
る
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
無
理
で
は
な
い
と
思
う
。
と

こ
ろ
で
、
そ
れ
ら
の
出
版
時
期
に
つ
い
て
も
う
少
し
限
定
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

京
都
書
林
仲
間
の

『上
組
済
帳
標
目
』
に
次
の
よ
う
な
記
録
が
あ
る
。
な
お
、
O

の
数
字
は
便
宜
上
付
し
た
も

の
。
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文
政
六
年
未
九
月
よ
り
同
七
年
申
正
月
迄

ω

一

俳
譜
七
部
集
小
本
、
於
江
戸
重
版
出
来
。
右
二付
、
板
元
よ
り
口
上
書
。
井
、

江
摂
両
地
書
状
往
返
之
事
。

文
政
八
年
酉
正
月
よ
り
五
月
迄

ω

一

俳
譜
七
部
集
小
本
、
先
達
而
江
戸
表
二而
重
板
出
来
候
処
、
今
度
事
済
、
重

板
之
板
木
引
取

一
件
。
同
江
戸
行
事
江
返
書
。

従
天
保
三
年
辰
正
月
至
同
五
月

偶

一

菱
屋
徳
右
衛
門
よ
り
、
俳
譜
七
部
集
小
本
、
先
年
江
戸
二而
重
板
出
、
此
節

尤
流
布
致
候
二付
、
売
留
之
頼
出
候

口
上
書
。

ω
と
吻
の
記
録
は

一
年
余
を
隔
て
る
が
、
同
じ

一
件
に
関
す
る
も
の
と
も
読
め

る
。
こ
の

一
件
は

「事
済
」
み
、
「重
板
之
板
木
引
取
」
る
と

い
う

こ
と
で
落
着

を
見
た
。
紛
は
ω
の
六
年
後
で
、
こ
れ
は
ま
た
別
件
で
あ
ろ
う
。
こ
の
件
に
つ
い

て
ど
う

い
う
結
果
が
出
た
の
か
の
記
録
は
残
ら
な

い
。
『済
帳
』
と
現
存
す
る
重

板
を

つ
き
合
わ
せ
て
み
る
と
、
重
板
C

・
B

・
D
に
対
応
し
そ
う
な
記
録
は
こ
こ

以
外
に
は
無
い
。
も

っ
と
も
京

の
板
元
が
す
べ
て
の
重
板
を
発
見
出
来
た
と
は
思

わ
れ
ず
見
過
ご
さ
れ
た
も
の
も
あ

っ
た

は
ず
で
、
断
定
は
愕
ら
れ
る
が
、
重
板

C

・
B

・
D
本
は
文
政
か
ら
天
保
初
に
か
け
て
江
戸
表
で
出
回

っ
た
と
推
測
し
て

お
き
た
い
。

さ
て
も
う

一
つ
、
次

の
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
も
少
し
考
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
は
、
重
板
B

・
D
を
こ
し
ら
え
た
人
物
は
、
そ
れ
ぞ
れ
元
に
し
た
C

・

B
本
が
重
板
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
か
ど
う
か
と

い
う
問
題
で
あ
る
。
が
、

そ
れ
ら
の
杜
撰
な
仕
事
ぶ
り
か
ら
見
て
、
重
板
か
ら
重
板
を
作

っ
て
い
る
と
い
う

認
識
は
お
そ
ら
く
無
か

っ
た
と
思
う
。
要
す
る
に
、
小
本

『俳
譜
七
部
集
』
が
良

く
売
れ
て
い
る
こ
と
に
目
を

つ
け
、
手
近
に
あ

っ
た

一
本
を
使

っ
た
に
過
ぎ
ず
、

そ
れ
が
た
ま
た
ま
重
板
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
重
板
か
ら
重
板
が
生
ま
れ
る
と
い
う

現
象
は
、
重
板
を
目
論
だ
人
物
が
正
板
を
手
に
す
る
よ
り
も
重
板
を
手
に
す
る
確

率
が
高
か

っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
、
江
戸
の
町
で
の
重
板
の
広
が
り
の
深

さ
を
象
徴
し
て
い
る
か
の
如
く
で
あ
る
。

五

掌
中
俳
譜
七
部
集

図

版

28

・
29
頁

管
見
に
入

っ
た
の
は
雲
英
末
雄
蔵
の

一
点
の
み
。
書
名
に
言
う
通
り
、
掌
中
本

二
冊
。
縦

m
糎

・
横
器
糎
。
原
装
藍
色
表
紙
に
空
押
し
の
菊
花
紋
が
あ
る
。
角
切

は
小
豆
色
。
表
紙
左
肩
に
薄
黄
色
地
の
双
辺
元
題
籏
、
存
。
「掌
中
俳
譜
七
部
集

上

(下
)」

(図
1
、
原
寸
)。
丁
付
は
ノ
ド
に
あ
り
、
上
巻
は
上
ノ

一
～
上
ノ
百
三
、

下
巻
は
下
ノ

一
～
下
ノ
八
十
八
。
た
だ
し
、
下
五
十
六
に
又
丁
が
あ
り
、
下
巻
の

実
質
丁
数
八
十
九
丁
。
重
板
A

・
C

・
B

・
D
に
は
あ

っ
た
序

・
蹟
、
そ
れ
に
目

録
刊
記
の
丁
を
省
く
。
上
巻
に
は

「庚
子
の
首
夏

精
衛
道
人
誌
」
の
序
文

(図

2
)
に
続
き
、
『春
の
日
』

(図
3
は
、
そ
の
冒
頭
部
)
『冬
の
日
』
『ひ
さ
ご
』
『猿

蓑
』

『続
猿
蓑
』
を
、
下
巻
に
は

『炭
俵
』
『阿
羅
野
』
『員
外
』
を
収
め
る
が
、

『ひ
さ
ご
』

『猿
蓑
』

『炭
俵
』
収
録
の
連
句
計
13
巻
の
句
引
、
『猿
蓑
』
の
震
軒

草

「題
芭
蕉
翁
国
分
山
幻
住
庵
記
之
後
」
と
丈
草
蹟
文
、
そ
れ
に

『炭
俵
』
奥

の

撰
者
名
を
省

い
て
あ
る
。
刊
記
は
下
巻
後
表
紙
見
返
し
に
貼
り
付
け
て
、
「天
保
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十

一
庚
子
林
鐘
増
刻
成
/
秋
艸
篭
蔵
團

と
あ
る

(図
4
)
。
ち
な
み
に
、
秋

草
庵
精
衛
な
る
人
物
、
未
詳
。
後
で
取
り

上
げ
る
こ
の
書
の
覆
刻
版
が
本
人
ま
た

は
出
版
に
関
わ

っ
た
本
屋
の
手
に
よ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
、
し
か
も
そ
の
覆
刻
版

が
江
戸
表
で
出
回

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
す

る
と
、
秋
草
庵
は
江
戸
の
人
で
掌
中
本

も
江
戸
版
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
こ
の
書
、
序
文
に
は

「
こ
・
に
蕉
門
の
骨
髄
を
得
た
り
と
い
ふ
或
家
に
秘

蔵
せ
る
古
写
本
を
得
て
、
詳
に
訂
正
し
、
懐
宝

の

一
本
と
な
す
」
と
あ
る
が
、
重

板
B

・
D
本
に
拠

っ
た
新
た
な
重
板
で
あ

る
。
た
と
え
ば
丁
付
を
通
し
と
す
る
と

こ
ろ
は
D
本
に
同
じ
で
、
上
下
と
も
丁
数
を
D
本
に
合
わ
せ
て
あ
る
し
、
下
巻
に

又
丁
を
設
け
て
い
る
点
も
D
本
を
意
識
し
た
か
の
如
く
で
あ
る
。
な
お
、
D
本
に

較
べ
下
巻
が

一
丁
少
な
い
の
は
掌
中
本
で
蹟
文
を
省
略
し
た
た
め
。
し
か
し
、

一

方
で
作
品
の
収
録
順
は
B
本
に

一
致
す
る
。

そ
こ
で
本
文
を
対
校
し
て
み
る
と
、
B
・

D
本
と
共
通
す
る
誤
り
を
25
箇
所
見
出
す

こ
と
が
出
来
る
が
、
そ
れ
以
外
に
B
本

の
み
の
誤
り
を
踏
襲
し
た
所
が
3
箇
所
認
め
ら
れ
る
。

一
つ
は
図
5
ω
の

一
行
目
、

B
本

・
掌
中
本
と
も
下
五

「旅
に
し
て
」
と
す
る
が
、
「旅
ね
し
て
」
が
正
し
く

D
本
に
は
そ

の
よ
う

に
あ
る
。
ま
た
、
図

5
ω
の

一
行
目
作
者
名

「芦
夕
」
の

「夕
」
と
、
六
行
目
前
書

「京
な
る
人
に
申

つ
か
ハ
し
け
る
」
の

「申

つ
」
の
部

分
を
B
本

・
掌
中
本
は
空
白
と
す
る
が
、

D
本
に
は
ど
ち
ら
も
正
し
く
入

っ
て
い

る
。
こ
の
三
箇
所
を
根
拠
に
す
れ
ば
、
掌
中
本
は
お
も
に
B
本
に
拠

っ
て
い
る
と

判
断
出
来
る
が
、
丁
付
に
つ
い
て
は
D
本
も
意
識
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ

・つ
。さ

て
、
こ
の
掌
中
本
、
重
板
の
常
と
し

て
手
抜
き

・
誤
写
等
が
や
は
り
多
く
見

ら
れ
る
。
B
本
と
校
合
し
て
み
る
と
、
濁
点

・
ル
ビ
等
の
省
略
が
72
箇
所
、
作
者

所
書
き
の
漢
字
か
ら
カ
ナ

へ
の
書
き
か
え
が
13
箇
所
、
誤
写

・
誤
読
は
73
箇
所
で
、

合
計
旧
箇
所
に
及
ぶ
。
が
、
逆
に
B
本
の
誤
り
を
正
し
た
所
も
少
な
か
ら
ず
見
受

け
ら
れ
る
。
そ
の

一
例
と
し
て
、
図
5
ω
の
四
行
目
を
御
覧
い
た
だ
き
た
い
。
B

本
で
は
句
頭
の

「命
」

の
字
が
判
読
出
来
な
い
ほ
ど
崩
れ
、
ま
た
四
文
字
目

「君
」

と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
を

「事
」
と
誤

っ
て
い
る
が
、
掌
中
本
で
は
こ
の
二
箇
所
に

入
木
を
し
て
訂
正
し
て
い
る
。
入
木
に
よ
る
訂
正
は
こ
の
二
箇
所
を
含
め
三
例
だ

け
だ
が
、
他
に
も
板
下
段
階
で
B
本
の
誤
り
を
正
し
て
い
る
所
が
全
体
で
m
箇
所

あ
る
。
ま
た
、
濁
点

・
ル
ビ
を
補

っ
て
い
る
例
が
37
箇
所
、
作
者
の
所
書
き
を
カ

ナ
か
ら
漢
字
に
改
め
て
い
る
例
が
27
箇
所
。
掌
中
本
に
よ
る
訂
正
は
合
計
卿
箇
所

と
な
り
、
先
の
杜
撰
箇
所

旧
を
や
や
上
回
る
。
前
引
序
文
中
に

「詳
に
訂
正
し
」

と
言
う
の
も
、
あ
な
が
ち
に
嘘
で
は
な
い
。
が
、

一
方
で
は
手
抜
き

・
杜
撰
を
重

ね
な
が
ら
、

一
方
で
は
そ
れ
な
り
の
修
正
意
識
を
見
せ
る
と
い
う
背
反
性
は
何
と

も
説
明
が

つ
か
な

い
。
そ
れ
に
も
う

一
つ
、
こ
の
本
に
は
不
自
然
な
操
作
が
加
え

ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
『春
の
日
』
発
句
部
冒
頭
、
『冬

の
日
』
巻
末
、
『続
猿

蓑
』
春
の
部
末
尾
と
同
書
巻
末
、
『炭
俵
』
春

の
部
末
尾
と
同
書
巻
末
、
『阿
羅
野

員
外
』
巻
末
に
、
『卯
辰
集
』
『千
鳥
掛
』
『芭
蕉
庵
小
文
庫
』
『韻
塞
』
か
ら
気
侭

に
採

っ
た
発
句
計
88
章
と
歌
仙
二
巻
を
挿
入
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ち

な
み
に
裁
ち
入
れ
に
使
用
し
た
四
点
の
書
物
は
、
享
和
三
年
刊
の
小
本

『俳
譜
続

七
部
集
』
収
録
の
も
の
。
秋
草
庵
の
手
許
に
は
こ
の
本
も
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
図
5
偶
に
示
し
た
の
は
、
掌
中
本
下
15
丁
の
表
と
裏

で
、
『炭
俵
』

の
春
の

部
の
末
尾
。
『炭
俵
』
春
の
部
は
、
表
の
右
側
7
行
目
利
牛

の
句
で
終
わ
る
は
ず
。
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そ
れ
よ
り
後
の
楚
常
以
下
の
句
は
、
『卯
辰
集
』
か
ら
の
抄
録
で
あ
る
。
七
部
集

の
原
姿
を
著
し
く
損
な
う
こ
の
操
作
が
行
な
わ
れ
た
理
由
も
や
は
り
良
く
わ
か
ら

な
い
。
が
、
は

っ
き
り
し
て
い
る
の
は
こ
れ
ら
の
裁
ち
入
れ
に
よ

っ
て
、
掌
中
本

の
丁
数
が
D
本
と
同
じ
に
な

っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
ま
で
し
て
秋

草
庵
が
D
本
の
丁
数
に
合
わ
せ
る
こ
と
に

こ
だ
わ

っ
た
わ
け
は
、
や
は
り
わ
か
ら

な
い
。

以
上
の
よ
う
に

『掌
中
俳
譜
七
部
集
』

は
重
板
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
も

の
の
、
そ
の
性
格
は
混
沌
と
し
て
掴
み
難

い
。
今
ま
で
の
重
板
に
は
全
く
見
ら
れ

な
か

っ
た
修
正
意
識
の
萌
芽
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
が
、
七
部
集
の
原
姿
を
著
し

く
損
な

っ
て
し
ま

っ
た
こ
の
書

の
出
現
が
江
戸
表
で
の
重
板
の
氾
濫
と
混
迷
に

一

層
の
拍
車
を
か
け
る
こ
と
に
な

っ
て
行
く

の
で
あ
る
。

六

天
保
校
正
俳
諸
七
部
集

図
版
36
頁

国
文
学
研
究
資
料
館

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
か
ら
の
焼
付
写
真
に
よ
る

一
点
の
み

が
管
見
に
入

っ
た
。
同
館

マ
イ
ク
ロ
資
料

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に

「
マ
4
-
94
-
10

・

C

〔
1
〕
、
某
家
蔵
、
二
冊
本
」
と
あ
る

の
が
そ
れ
。
寸
法
は
前
述

の
掌
中
本
に

ほ
ぼ

一
致
す
る
。
原
本
を
見
て
い
な
い
の
で
元
表
紙
か
ど
う
か
は
不
明
だ
が
、
二

冊
共
に
題
籏
は
無

い
。
図
1
右
側
が
上
冊
見
返
し
、
左
が
序
文
。
図
2
が

『春
の

日
』
冒
頭
部
、
図
3
が
刊
記
で
あ
る
。
見
返
し
に
言
う

「附
録
」

の

「奥

の
細
道
」

に
つ
い
て
は
、
本
誌
第
九
号
収
録
の
旧
稿

「
『お
く
の
ほ
そ
道
』
蛤
本
の
謎
」
に

詳
述
し
た
の
で
こ
こ
で
は
省
く
が
、
こ
の
書
は
も
と
も
と
七
部
集
二
冊
に
ほ
そ
道

一
冊
を
添
え
た
三
冊
本
で
あ
る
。
見
返
し
に

「天
保
校
正
」
を
う
た
い
、
序
文
末

に
は

「寅

(天
保
十
三
年
)
初
冬

晩
花
坊
誌
」
と
し
、
刊
記
に
は

「天
保
十
四

癸
夘
年
夏
六
月
吉
旦

明
月
葺
藏
」
と
入
れ
て
新
板
を
装
う
が
、
掌
中
本
に
よ
つ

て
こ
し
ら
え
た
重
板
で
あ
る
。
先
ず
、
序
文

の
文
章
は
板
木
は
異
な
る
も
の
の
、

掌
中
本
と
全
く
同
じ
。
ノ
ド
に
あ
る
丁
付
は
写
真
で
は
殆
ど
わ
か
ら
な
い
が
、

一

部
わ
ず
か
に
覗
く
こ
と
が
出
来
、
こ
れ
ま
た
掌
中
本
を
踏
襲
し
て
、
上
冊
は
上
ノ

序

・
上
ノ

一
～
上
百
三
と
、
下
冊
は
下

一
～
下
五
十
六

・
下
又
五
十
六
～
下
八
十

八
と
あ
る
や
に
見
受
け
ら
れ
る
。
本
文
も
掌
中
本
を
写
し
た
だ
け
の
内
容
で
、
新

た
な
間
違

い
も
少
な
く
は
な
い
が
、
掌
中
本

の
誤
り
を
訂
正
し
て
い
る
箇
所
も
か

な
り
あ
る
。
ま
た
、
句

の
脱
落

・
先
後
も
十
箇
所
ほ
ど
認
め
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、

付
録
の
ほ
そ
道
も
、
見
返
し
に
誤

っ
て
蛤
の
句
を
入
れ
た
寛
政
版
後
刷
本
を
写
し

た
だ
け
の
し
ろ
も

の
で
、
こ
れ
も
ま
た
重
版

の
識
り
は
免
れ
な

い
。
な
お
、
こ
の

書
、
次
に
取
り
上
げ
る
掌
中
本
覆
刻
版
に
拠

っ
た
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な

い
が
、

掌
中
本
元
版
に
あ

っ
て
覆
刻
版
で
省
か
れ
た
作
者
の
所
書
き
が
こ
の
書
に
入

っ
て

い
る
の
で
、
そ
の
可
能
性
は
否
定
し
て
も
良

い
と
思
う
。
ま
た
、
掌
中
本
に
拠

っ

て
い
る
の
で
、
や
は
り
江
戸
版
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
天
保
十
四
年
は
芭
蕉
百

五
十
回
忌
。
七
部
集
と
ほ
そ
道
を

一
組
に
し
た
こ
の
書
が
そ
れ
を
あ
て
こ
ん
で
い

る
こ
と
は
疑
う
べ
く
も
な
い
。

七

掌
中
本
覆
刻
版

図
版

30

・
31
頁

こ
の
書
は
掌
中
本

の
覆
刻
版
と
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
家
蔵
本
①
に
よ

っ
て
、
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図
版
を
示
そ
う
。
図
1
が
題
籏
、
図
2
が
序
文
、
図
5
は
掌
中
本
元
版
の
上
巻
七

丁
裏

の

一
部
と
覆
刻
版
の
同
じ
箇
所
、
図

3
が
刊
記
で
あ
る
。
題
簸
は
装

い
を
新

た
に
す
る
が
、
内
容
は
掌
中
本

の
覆
刻
版

で
あ
る
こ
と
図
2

・
図
5
か
ら
明
ら
か

で
あ

ろ
う
。
丁
付
も
元
版
を
踏
襲
す
る

が
、
「上

ノ
十

一
」
と
あ
る
べ
き
所
を

「十
」
に
誤
る
。
な
お
、
刊
記

の
み
は
元
版
と
同

一
板
木
に
よ
る
刷
り
で
あ
る
。

こ
の
本
は
比
較
的
多
く
目
に
つ
き
、
次

の
十
五
点
を
見
る
こ
と
が
出
来
た
。
寸
法

は
本
に
よ

っ
て
異
な
り
、
最
大
は
雲
英
本
⑱
で
縦
燭
糎

・
横
獅
糎
、
最
小
は
小
林

本

の
縦
聞
糎

・
横
舗
糎
。
題
簸
は
家
蔵
本
①
②
と
加
藤
本
⑪
が
同
じ
、
綿
屋
文
庫

の
二
本
は
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
に
小
異
が
あ
る
。
な
お
、
綿
屋
本
②
は
合
冊
本
で
、
上

巻

の
題
籏
を
使
用
。
ま
た
、
綿
屋
本
は
二
本
と
も
に
見
返
し
に
印
刷
が
あ
る
。
図

6
は
綿
屋
本
①
の
ぞ

綿
屋
本
①
脳
・1

家
蔵
本
①

小
林
孔
氏
蔵
本

角
光
雄
氏
蔵
本

松
宇
文
庫
本

綿
屋
本
②
脚
・2

家
蔵
本
②

加
藤
本
⑪

雲
英
本
⑯

雲
英
本
⑳

加
藤
本
⑬

臓

雲
英
本
⑮

齢
鷹欝

… 欠欠欠欠赫*… 品 上

下*
○

*
○○○○

(合

冊
本
)

*
○

*
○○○○○欠欠欠

れ
。
綿
屋
本
②
は
同

様

の
様
式
で
中
央
上

部
の

「掌
中
校
正
」

が
な
く
、
左
の
欄
に

「江
都
書
林

玉
山

堂
梓
行
」
と
入
れ
た

別
板
木
に
よ
る
も
の

を
貼
る
。
こ
の
覆
刻

版
に
は
図
3
に
示
し

た
も
の
以
外
に
、
三

種
類
の
刊
記
が
認
め

ら
れ
る
。
図
3
に
示
し
た
も
の
を
仮
に
刊
記
A
と
し
よ
う
。
図
7
は
綿
屋
本
②
に

の
み
見
ら
れ
る
刊
記
B
、
図
4
が
比
較
的
多
く
見
ら
れ
る
刊
記
C
、
図
8
は
雲
英

本
⑮

の
巻
末
に
添
え
ら
れ
た
本
屋
の
目
録

の
裏
と
後
表
紙
見
返
し
貼
付
の
刊
記
で
、

こ
れ
を
D
と
し
て
お
く
。
ど
の
本
が
ど

の
刊
記
を
持

つ
か
は
上
の
表
に
よ

っ
て
確

認
さ
れ
た
い
。
こ
の
う
ち
、
綿
屋
本
②

の
刊
記
B
に
天
保
七
年
と
あ
る
の
は
、
掌

中
本
元
版
が
天
保
十

一
年
で
あ
る
か
ら
俄
に
は
信
じ
難

い
。
こ
の
本
は
見
返
し
に

玉
山
堂
の
名
前
が
入
り
山
城
屋
佐
兵
衛
が
扱

っ
た
こ
と
は
間
違

い
な

い
が
、
刊
記

そ
の
も
の
は
お
そ
ら
く
他
の
出
版
物

の
そ
れ
を
転
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
綿

屋
本
②
は
さ
て
お
き
、
こ
の
覆
刻
版
は
刊
記
A
本
、
刊
記
C
本
、
刊
記
D
本
の
順

に
出
回

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
刊
記
A
本
の
う
ち
最
も
整

っ
た
様
式
を
持

つ
の
が
、

見
返
し
に
も

「秋
艸
篭
藏
」
と
入
れ
る
綿
屋
本
①
。
刊
記
部
分
の
板
木
が
掌
中
本

元
版
と
同

一
で
あ
る
こ
と
を
思
う
と
、
覆
刻
を
企
ん
だ
の
は
秋
草
庵
そ
の
人
か
あ

る
い
は
掌
中
本
元
版
を
扱

っ
た
本
屋

の
は
ず
。
見
返
し
の
な
い
刊
記
A
本
が
こ
れ

に
続
く
。
そ
の
後
で
刊
記
C
本
が
出
回
る
こ
と
に
な
る
が
、
実
は
刊
記
C
の
板
木

は
刊
記
A
の
そ
れ
と
同
じ
も

の
。
左
側
下
よ
り
の
欠
刻
三
箇
所
と
下
部
左
寄
り
の

欠
刻

一
箇
所
が

一
致
し
、
匡
郭
も
全
く
同
寸
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
刊
記
C
は

刊
記
A
の
匡
郭
内
を
削

っ
て
入
木
に
よ

っ
て
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
、
そ
れ

は
刊
記
C
に
言
う
天
保
十
五
年
に
こ
の
覆
刻
版
を
企
ん
だ
秋
草
庵
も
し
く
は
関
係

の
本
屋
か
ら
山
崎
屋
と
三
河
屋

へ
板
権
の
移
動
が
あ

っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ

の
天
保
十
五
年
か
ら
刊
記
D
の
嘉
永
六
年
ま
で
約
十
年
間
、
刊
記
B

・
C

・
D
に

名
前
の
出
る
本
屋
は
全
部
で
十
二
軒
あ
る
。
こ
の
覆
.刻
版
が
江
戸
表
で
か
な
り
広

範
囲
に
か
つ
長
期
に
わ
た

っ
て
出
回

っ
た
こ
と
を
告
げ
る
事
実
と
し
て
受
け
と
め
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る
必
要
が
あ
ろ
う
。
伝
本
が
多

い
の
も
故

な
し
と
し
な

い
。

し
か
し
、
こ
の
覆
刻
版
、
そ
の
よ
う
な
好
調
な
売
れ
行
き
と
は
裏
腹
に
、
七
部

集

の
原
姿
を
損
ね
得
体
の
知
れ
ぬ
内
容
に
し
て
し
ま

っ
た
掌
中
本
元
版
に
さ
ら
に

杜
撰
を
重
ね
て
い
る
。
図
5
の

『春

の
日
』

の

一
部
は
そ
の

一
例
と
し
て
示
し
た

　

　

の
で
あ
る
が
、
作
者
名

の

「商
露
」
「聴
雪
」
な
ど
、
文
字
の
形
を
な
さ
な
い
。
全

体
を
調
べ
て
み
る
と
、
か
よ
う
な
文
字

の
形
を
な
さ
ぬ
体
の
誤
写
が
36
箇
所
、
誤

読
が
13
箇
所
、
誤
脱
が
2
箇
所
、
そ
れ
に
濁
点

・
ル
ビ
等
の
省
略
が
9
箇
所
で
、

合
計
60
箇
所
に
及
ぶ
。
今
ま
で
見
て
来
た
重
板
の
中
で
最
も
杜
撰
と
評
し
て
も
良

い
こ
の
覆
刻
版
が
天
保
後
期
に
広
く
出
回

っ
た
背
景
と
し
て
は
、
天
保
十
四
年

の

百
五
十
回
忌
を
迎
え
て
の
芭
蕉
熱

の
昂
ま
り
を
考
え
て
み
る
の
が

一
番
分
か
り
や

す
い
の
か
も
知
れ
な

い
。

八

弘
化
四
年
版
横
本

図

版

32
～

35
頁

こ
の
書
は
当
時
七
部
集
の
板
権
を
持

っ
て
い
た
京
都
の
譜
仙
堂
こ
と
浦
井
徳
右

衛
門

(五

一
郎
)
が
出
し
た
本
で
、
重
板

で
は
な
い
。
が
、
前
述
の
掌
中
本
及
び

そ
の
覆
刻
版
と
の
関
わ
り
で
生
ま
れ
た
本
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
こ

と
に
す
る
。

こ
の
本
は
次
の
五
点
が
管
見
に
入

っ
た
。
横
本
二
冊
。
芭
蕉
本
⑪
の
寸
法
は
、

縦
m
糎

・
横
㎜
糎
。
綿
屋
本
も
ほ
ぼ
同
寸
。
他
の
三
本
は
横
寸
が
や
や
小
さ
め
。
題

籏
は
上
巻
三
点
は
同

一
。
下
巻
は
雲
英
本

に
小
異
あ
る
も
、
他
の
三
点
は
同

一
。
丁

付
は
各
冊
と
も
板
芯
下
部
に
あ
り
、
上
が
上
ノ

一
～
上
ノ
五
十
八
、
下
が
下
ノ

一

弘化版横本

上

綿
屋
本
蹴
・
8

*
○

芭
蕉
本
⑪

○

松
宇
文
庫
本

*
○

芭
蕉
本
⑫

*
○

雲
英
本

欠

****

○ ○ ○ ○ ○ 下

 

の
う
ち
綿
屋
本
と
芭
蕉
本
⑪
は
、
浦
井
が
ま
だ
板
権
を
握

っ
て
い
た
間
の
、

的
に
言
え
ば
安
政
四
年
以
前

の
版
。
他
の
三
点
は
そ
れ
以
降
の
後
刷
本
で
あ
る
。

屋
本

・
芭
蕉
本
に
よ

っ
て
、
そ
の
概
略
を
示
そ
う
。

が
題
簸
。
図
2

(綿
屋
本
に
よ
る
)
は
上
巻

の
見
返
し
で
、

上
が
入
る
が
、
後
刷
本

の
松
宇
文
庫
本

・
芭
蕉
本
⑫
は
こ
の
口
上
を
省
略
す
る
。

図
3

(芭
蕉
本
⑪
に
よ
る
)
は
、
下
49
丁
裏

の
刊
記
。
右
下
に
あ
る
の
は

「譜
仙

堂
」
の
朱
印
で
、
綿
屋
本
に
も
押
印
。
ち
な
み
に
、
こ
の
印
は
こ
の
横
本
と
同
じ

年
弘
化
四
年
三
月
発
行

の
浦
井
編

『眺
望
集
』
刊
記
部
に
見
え
る
も
の
と
同

一
印

で
あ
る
。
文
化
五
年
の
正
板
に
も
同
じ
印
文
の
朱
印
を
捺
し
た
本
が
多
く
あ
る
が
、

印
そ
の
も
の
は
そ
れ
と
は
異
な
る
。
な
お
、
後
刷
本
三
点
に
は
こ
の
印
は
無

い
。

図
4

(芭
蕉
本
⑪
に
よ
る
)
の
譜
仙
堂
蔵
板
目
録
も
綿
屋
本

・
芭
蕉
本
⑪
の
下
巻

末
尾
に
の
み
見
ら
れ
、
後
刷
本
で
は
こ
れ
を
省
く
。
安
政
四
年
以
降
の
版
と
思
わ

れ
る
後
刷
本
の
刊
記
を
図
7
に
挙
げ
て
お
こ
う
。

さ
て
、
こ
の
横
本
、
板
権
を
所
有
し
て
い
る
正
規
の
板
元
が
出
し
て
い
る
の
で

あ
る
か
ら
も
ち
ろ
ん
正
板
な
の
で
あ
る
が
、
実
は
重
板
の
掌
中
本
元
版
を
も
と
に

し
て
作
ら
れ
た
奇
妙
な
し
ろ
も
の
。
図
6
を
御
覧

い
た
だ
き
た
い
。
上
段
は
掌
中

本
元
版
の
上
巻
19
丁
の
表
と
裏
、
下
段
は
横
本
の
上
12
丁
裏
で
あ
る
。
板
面
の
酷

～
下
ノ
三
十

・
下
三
十

一
～
下
四

十
九
。
上
巻
に

『春
の
日
』
『冬
の

日
』

『ひ
さ
ご
』
『猿

蓑
』
『続

猿

蓑
』
、
下
巻
に

『炭
俵
』
『阿
羅
野
』

阿
羅
野
員
外
』
を
収
め
る
。
五
点

具
体綿

図
1

(芭
蕉
本
⑫
に
よ
る
)

こ
こ
に
は
板
元
の
口

・
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示
は

一
目
瞭
然
。
注
目
す

べ
き
は
下
段
の
中
央
部
、
「中
に
も
せ

い
の
高
き
山
伏

翁
」
「
い
ふ
事
を
唯

一
方

へ
落
し
け
り

碩
」

の
二
句
の
問
に
見
え
る
不
自
然

な
空
白
で
あ
る
。
こ
れ
は
上
段
の
丁
の
折

目
の
空
白
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
。
こ
れ
に

よ

っ
て
、
横
本
は
掌
中
本
元
版
の
版
本
を

ば
ら
し
て
、
そ
れ
を
も
と
に
板
下
を
仕

立
て
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
が
、
さ
す
が
に
正
板
元
の
出
版
だ
け
あ

っ
て
、

掌
中
本
を
そ
の
ま
ま
な
ぞ

っ
て
い
る
わ
け

で
は
な
く
、
次

の
よ
う
に
修
正
を
施
し

て
い
る
。

.
掌
中
本
で
省
か
れ
た
序

・
践
、
及
び

『ひ
さ
ご
』
『猿
蓑
』
『炭
俵
』
収
録
の

連
句
句
引
、
『猿
蓑
』
の
震
軒
草

「題
芭
蕉
翁
国
分
山
幻
住
庵
記
之
後
」
の
文
、

同
書
丈
草
践
文
、
『炭
俵
』
撰
者
名
を
復
活
。

.
掌
中
本
で
加
え
ら
れ
た

『続
七
部
集
』
の
発
句

・
連
句
を
削
除
。

.
掌
中
本
の
本
文
の
誤
り
を
全
部
で
餅
箇
所
訂
正
。

本
文
訂
正
の
例
を
二
つ
見
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
図
5
の
ω
は

『ひ
さ
ご
』

の

一
部
。
そ
の
二
句
目

「押
ま
せ
て
」
は
横
本
の

「押
ま
け
て
」
が
正
し
い
。
「
せ
」

の
部
分
を
入
木

で

「け

(遣
)
」
と
修
正
。
ω
は

『猿
蓑
』
序
文
の
冒
頭
部
。
掌

中
本
四
行
目

「
ゆ
め
に
見
る
」
に
脱
文
が
あ
り
、
こ
れ
を
横
本
で
は

「夢
に
夢
見

る
」
と
補
う
。
こ
ち
ら
は
入
木
で
は
な
い
よ
う
で
、
板
下
段
階
で
の
修
正
と
見
ら

れ
る
。
修
正
の
あ

っ
た
獅
箇
所
を
調
べ
て
見
る
と
、
板
下
を
整
え
る
段
階
で

一
度

手
を
入
れ
、
更
に
入
木
に
よ

っ
て
修
正
し
た
も

の
の
如
く
で
あ
る
。
弘
化
四
年
当

時
、
正
板
元
で
あ
る
浦
井
は
小
本
七
部
集
と

い
う
文
化
五
年
以
来
の
定
番
商
品
を

持

っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
に
も
関
わ
ら
ず
、
か
く
ま
で
手
間
を
か
け
、
し
か
も

わ
ざ
わ
ざ
重
板
で
あ
る
掌
中
本
元
版
か
ら
板
下
を
こ
し
ら
え
て
、
横
本
と

い
う
新

商
品
を
作

っ
た
理
由
は
何
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
話
を
掌
中
本
に
戻
そ
う
。
掌
中
本
が
覆
刻
さ
れ
た
の
は
、
ご
く
単
純
に

考
え
れ
ば
元
版
の
板
木
が
失
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
で
は
元
版
の
板
木
は
ど
う
な

っ

て
し
ま

っ
た
の
か
。
そ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
弘
化
四
年
版
横
本
の
譜
仙
堂
蔵
板

目
録
で
あ
る
。
い
ま

一
度
、
図
4
を
御
覧
い
た
だ
き
た
い
。
目
録
表
に
は
文
化
五

年
版
の
目
録
に
出
る
も
の
と
同
じ
十
六
点
の
書
物
を
上
げ
、
裏
に

掌
中
俳
諮
七
部
集

二
冊

俳
譜
七
部
集
小
刻

横
本

一
冊

と
見
え
る
。
二
行
目
、

一
冊
と
す
る
と
こ
ろ
に
不
審
は
残
る
が
、
こ
れ
は
該
当

の

弘
化
四
年
版
横
本
を
指
す
と
考
え
て
良

い
。

一
行
目
に
出
る
も
の
こ
そ
、
秋
草
庵

が
こ
し
ら
え
た
掌
中
本
そ
の
も

の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
以
外
に
こ
れ
に
あ
て
は
ま
る

も
の
は
見
当
た
ら
な

い
。
お
よ
そ
重
板
事
件
が
起
き
正
板
元
か
ら
訴
え
を
受
け
た

場
合
は
、
板
木

・
摺
本
没
収
と

い
う

の
が
原
則
で
あ
る
。
小
本
七
部
集
に
於

い
て

も
そ
の
事
実
が
あ

っ
た
こ
と
は
先
に
引
用
し
た

『済
帳
』

の
文
政
八
年
の
記
録
か

ら
も
明
ら
か
だ
が
、
こ
の
掌
中
本

の
場
合
も
原
則
通
り
に
こ
と
が
運
ん
だ
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
折
の
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
記
録
が

『済
帳
』
に

出
て
い
る
。
必
要
部
分
を
抄
出
し
て
み
よ
う
。
な
お
、
頭

の
通
し
番
号
は
説
明
の

便
宜
上
付
し
た
も
の
。

天
保
十
亥
年
自
九
月
至
子
正
月

ω

一

十
三
日

江
戸
よ
り
、
甲
州
表
俳
譜
七
部
集
小
本
重
板
義
付
、
書
状
到
来
。

一29一
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ω

一

十
九
日

江
戸
へ
七
部
集
重
板
雑
費
料
共
、
返
事
下
ス
。

天
保
十

一
子
歳
自
正
月
至
五
月

㈹

一

江
戸
表

へ
七
部
集
重
板
義
二付
、
書
状
下
ス
。

㈲

一

四
月
五
日

江
戸
よ
り
七
部
集
重
板
登
り
、
書
状
到
来
。

天
保
十

一
子
年
自
五
月
九
月
至

㈲

一

六
月
○
日

江
戸

へ
七
部
集

一
件
、
礼
状
遣
.。

ω
②
の
日
付
は
、
前
後
の
条
々
か
ら
判
断
し
て
天
保
十

一
年
正
月
の
そ
れ
。
こ

の
ー
～
5
の
記
録
は
日
付
が
接
近
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
同

一
の
重
板
事

件
に
関
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
甲
州
表
で
出
た
七
部
集
重
板
に

つ
き
、
江
戸
の
本

屋
仲
間
を
通
じ
て
の
や
り
と
り
の
結
果
、
「江
戸
よ
り
重
板
登
り
」
と

い
う
こ
と

で
落
着
を
見
た
も
の
ら
し

い
。
こ
れ
は
、
江
戸
の
本
屋
仲
間
に
よ

っ
て
没
収
さ
れ

た
板
木
な
り
摺
本
な
り
が
京

へ
届

い
た
と

い
う
意
味
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ

の
記
録
は
天
保
十

一
年
正
月
か
ら
六
月
ま
で
の
も
の
。

一
方
、
掌
中
本
元
版
の
序

文
は
天
保
十

一
年
四
月
で
刊
記
は
六
月
で
あ
る
。
『済
帳
』
に
記
録
す
る
重
板
事

件
が
片
付
い
た
の
と
同
時
に
出
版
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
時
期
的
に
合
わ
な
く
な

る
。
が
、
掌
中
本
が
刊
記
よ
り
少
し
早
め
に
出
回

っ
て
い
た
と
推
測
し
て
み
て
は

ど
う
だ
ろ
う
か
。
そ
の
推
測
が
正
し
け
れ
ば
、
掌
中
本
は
甲
州
版
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
仮
に
そ
の
推
測
が
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
も
、
同
じ
こ
ろ
に
七
部
集
重
板

の
板
木
な
り
摺
本
な
り
を
没
収
し
て
い
る
と

い
う
事
実
は
、
掌
中
本
元
版
の
行
方

を
考
え
る
参
考
に
は
な
ろ
う
。
以
上
の
よ
う
に
、
掌
中
本
元
版
は
天
保
十

一
年
ご

ろ
の
ほ
ん
の

一
時
期
江
戸
表

で
出
回

っ
た
も

の
の
、
重
板
の
答
め
を
受
け
て
板

木

・
摺
本
は
京
の
板
元
に
没
収
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
伝
本
が
稀
な
の
は
そ
の

た
め
。
浦
井
が
そ
の
掌
中
本
元
版
を
上
方
で
売
り
に
出
し
た
か
ど
う
か
は
不
明
な

が
ら
、
彼
の
蔵
板
に
帰
し
た
こ
と
は
弘
化
四
年
横
本

の
目
録
に
よ
っ
て
疑

い
よ
う

が
な

い
。

が
、
こ
と
が
そ
れ
で
終
わ
ら
な
か

っ
た
と
こ
ろ
に
七
部
集

の
重
板
問
題
の
奥
深

さ
が
あ
る
。
そ
の
後
江
戸
で
は
時
を
置
か
ず
に
掌
中
本
の
覆
刻
版
が
仕
立
て
ら
れ
、

広
範
囲
か
つ
長
期
に
わ
た

っ
て
出
回

っ
た
こ
と
は
先
に
見
た
通
り
で
あ
る
。
ま
た
、

そ
の
覆
刻
版
を
も
く
ろ
ん
だ
の
が
秋
草
庵
そ
の
人
か
掌
中
本
元
版
を
扱

っ
た
本
屋

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
も
先
述
し
た
。
性
懲
り
も
な
く
繰
り
返
さ
れ
る
重
板
。
仁
義

も
何
も
な
く
そ
の
重
板
に
群
が
る
江
戸
の
本
屋
た
ち
。
そ
う

い
っ
た
動
き
に
対
抗

す
べ
く
、
浦
井
が
企
画
し
た
の
が
弘
化
版
横
本
の
出
版
で
あ

っ
た
。
横
本
見
返
し

傷

の
口
上

(図
2
)
に
、
浦
井
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

弓

近
頃
七
部
集
小
本
、
紛
敷
偽
板
流
布
仕
候
。
是
、
全
利
欲
二捷
リ
候
者
の
仕
業

与
相
見
え
候
。
正
板
二在
之
序
践
を
省
き
、
其
調
二合
ざ
る
発
句
歌
仙
等
を
私

に
差
加
え
有
之
候
。
(中
略
)
自
然
此
書
御
求
之
節

ハ
、
元
版
奥
書
朱
印
等

得
与
御
改
之
上
、
御
求
可
被
下
候
。

こ
こ
に
言
う

「正
板
に
こ
れ
或
る
序

・
践
を
省
き
、
其
の
調
に
合
ざ
る
発
句

・

歌
仙
等
を
私
に
差
し
加
え
」
た

「
七
部
集
小
本
」
の

「紛
し
き
偽
板
」
が
、
こ
の

当
時
江
戸
に
出
回
っ
て
い
た
掌
中
本
覆
刻
版
を
指
す
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
の

口
上
は
弘
化
四
年
横
本
が
掌
中
本
覆
刻
版
対
策

の
た
め
に
作
ら
れ
た
こ
と
を
如
実

に
物
語

っ
て
い
る
。
横
本
と
し
た
の
は
重
板
小
本
と
の
見
分
け
の
た
め
。
わ
ざ
わ

ざ
掌
中
本
元
版
に
よ

っ
て
板
下
を
こ
し
ら
え
た
の
は
、
覆
刻
版
の
非
を
鳴
ら
さ
ん



永井:「 芭蕉」 とい う利権(二)31

が
た
め
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

九

弘
化
二
年
版
袖
珍
本

図
版
37
頁

先
の
弘
化
四
年
刊
横
本
七
部
集
と
順
序
は
逆
に
な

っ
た
が
、
こ
こ
で
弘
化
二
年

刊
の
袖
珍
本

『校
正
七
部
集
』
を
取
り
上
げ
て
お
こ
う
。
こ
の
書
は
袖
珍
本

一
冊
。

袖珍本

加
藤
本

綿
屋
本
①
㎜
・2

奈
良
大
本
①

奈
良
大
本
②

綿
屋
本
②
脚
・3

あ あ あ 題
り 欠 り 欠 り 籏

見
返

し

あ
り

あ
り

あ
り

あ
り

な
し

BCBAAIl

上

の
五
点
を
見

る
こ

と
が
出
来

た
。
最
善

本
と
思
わ
れ

る
加
藤

本
を
範
に
、
概
略
を
示

す
。
縦
肘
糎

・
横
悩
糎
。

薄
水
色
表
紙
。
左

肩

の
黄
色
地
双
辺
元
題
籏
に

「校
正
七
部
集

」
(図
1
)
。
題
簸
の
書
体
は
奈
良
大
本

①

・
綿
屋
本
②
が
同
じ
で
、
加
藤
本
と
は
小
異
。
図
2
は
、
加
藤
本
見
返
し
。
綿

屋
本
①
は
加
藤
本
に
同
板
。
奈
良
大
本
①
②
は
見
返
し
の
用
紙
が
黄
色
で
、
加
藤

本
と
同
じ
装
丁
な
が
ら
板
木
が
異
な
る
。
冒
頭
に
丁
付
な
し
の

一
丁
が
あ
り
、
表

に

「
あ
づ
ま
の
大
城
の
も
と
に
す
め
る
ふ
ち
の
屋
の
あ
る
じ
ふ
る
人
」
の
序
文
、

裏
に
花
鳥
庵
識
の

「附
言
」
。
以
下
、
板
芯
下
部
に

一
～
百
三
ま
で
丁
付
を
入
れ
、

『冬
の
日
』

『春
の
日
』

『阿
羅
野
』
『比
左
古
』
『猿
蓑
』
『炭
俵
』

『続
猿
蓑
』

の

順
に
収
録
し
、
百
三
丁
裏
に

「弘
化
二
年

乙巳
五
月

花
鳥
庵
薙
斎
校
」
と
入
れ
、

末
尾
に
附
録
と
し
て

「芭
蕉
略
傳
」

一
丁
を
添
え
る
。
刊
記
に
三
種
あ
り
、
図
3

の
A
が
加
藤
本

・
綿
屋
本
①
の
そ
れ
。
B
が
奈
良
大
本
①

・
綿
屋
本
②
、
C
が
奈

良
大
本
②
で
あ
る
。
刊
記
部
の
冒
頭
に

「花
鳥
庵
蔵
板
」
と
し
て
須
原
屋
茂
兵
衛

以
下
四
軒
の
名
前
を
並

べ
る
刊
記
A
の
本
が
早
く
、
B

・
C
の
順
に
出
た
も

の
と

思
わ
れ
る
。
な
お
、
三
種
と
も
に
共
通
し
て
出
る
の
が
冒
頭
の
須
原
屋
茂
兵
衛

一

人
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。

さ
て
、
こ
の
書

の
編
者
花
鳥
庵
は
な
か
な
か
見
識
を
持
つ
人
物
で
あ

っ
た
ら
し

い
。
附
言
の

一
部
を
引
用
し
て
み
よ
う
。

一

半
紙
本
七
部
集
、
先
後
二
板
あ
り
て
小
異
な
り
。
共
に
印
刻
磨
滅
し
て
読

得
が
た
し
。
且
、
近
年
刊
行

の
坊
本
、
粗
漏
に
し
て
誤
多
か
り
。
今
諸
本
を

参
考
し
、
校
訂
す

(略
)。

一

通
例
の
合
本
、
篇
次
錯
乱
せ
り
。
今
、
原
書
編
集

の
年
序
を
考

へ
改
る
事
、

本
文
に
録
す
る
如
し
。

「半
紙
本
七
部
集
、
先
後
二
板
あ
り
て
異
な
り
」
と
は
、
寛
政
七
年
再
刻
版
の

初
版
と
後
刷
本
の
入
木
に
よ
る
異
同
を
指
す
と
思
わ
れ
る
が
、
い
く

つ
か
の
本
を

見
て
い
な
い
と
わ
か
ら
な

い
こ
と
で
あ
る
。
「近
年
刊
行

の
坊
本
」
は
掌
中
本
覆

刻
版
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
を

「粗
漏
に
し
て
誤
」
が
多

い
と
す
る
の
も

認
識
と
し
て
は
正
し

い
。
ま
た
、
「通
例
の
合
本
、
篇
次
錯
乱
せ
り
」
と
は
、
正

板
重
板
を
含
め
て
小
本
七
部
集

の
作
品
収
録
順
が
必
ず
し
も
成
立
年
代
順
に
な

っ

て
い
な

い
こ
と
を
指
摘
し
、
「編
集
の
年
次
を
考

へ
改
」
め
た
の
だ
と
言
う
。
こ

れ
ら
の
附
言
か
ら
は
、
現
状
の
混
乱
を
鑑
み
七
部
集
を
少
し
で
も
も
と

の
形
に
戻

そ
う
と
す
る
意
識
が
読
み
取
れ
る
。
そ
こ
で
本
文
を
調
べ
て
み
る
と
、
寛
政
版
半

紙
本

・
文
化
版
小
本
に
拠

っ
た
ら
し
い
と
こ
ろ
が
あ
い
半
ば
し
、
ま
た

一
部
に
安

永
版
小
本
と
の

一
致
も
見
ら
れ
る
。
編
者
花
鳥
庵
は
、
安
永
版
及
び
文
化
版
の
小
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本

・
寛
政
版
半
紙
本
に
加
え
、
「袖
草
紙

・
幽
蘭
集

・
附
合
集
、
或
は
先
輩

の
注

釈
本
等
を
引
合
て
」

(附
言
)
本
文
を
整
え
た
も
の
ら
し

い
。
混
合
本
文

の
域
を

出
て
い
な
い
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
掌
中
本
覆
刻
版
な
ど
よ
り
は
は
る
か
に

ま
し
で
あ
る
。
考
え
て
み
る
と
、
重
板
に
よ
る
濁
点
ル
ビ
等

の
省
略

・
誤
写

・
杜

撰
は
、
い
わ
ば
本
来
目
鼻
だ
ち

の
は

っ
き
り
し
て
い
た
は
ず

の
七
部
集
収
録
の
作

品
が
の
っ
ぺ
ら
ぼ
う
に
な

っ
て
行
く
過
程

で
も
あ

っ
た
。
さ
ら
に
重
板
か
ら
重
板

が
重
ね
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
手
足
ま
で
も
が
も
が
れ
て
行
き
、
殆
ど
正
体
不
明

の
あ
り
さ
ま
を
呈
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ

こ
へ
も
う

一
度
目
鼻
だ
ち
を
描
き
入
れ
、

手
足
を
す
げ
て
原
姿
に
戻
そ
う
と
い
う
動
き
が
出
て
来
る
の
は
、
当
然
で
あ
ろ
う
。

掌
中
本
覆
刻
版
の
盛
行
と

い
う
混
迷

の
極
み
の
中
か
ら
そ
の
動
き
を
見
せ
た
の
が

こ
の

『校
正
七
部
集
』
で
、
そ
の
意
味
で
は
評
価
さ
る
べ
き
も

の
。
が
、
そ
の
こ

と
と
重
板
問
題
と
は
切
り
離
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
先
に
見
た

『校
正
七
部

集
』

の
三
種
の
刊
記
に
、
七
部
集
板
権
所
有
者
の
浦
井
と
共
同
出
版
者
で
あ
る
橘

屋
の
名
前
は
ど
こ
に
も
見
え
な
い
。
ま
た
、
浦
井
が
二
年
後
に
出
版
し
た
弘
化
四

年
版
横
本
の
目
録
に
も
こ
の

『校
正
七
部
集
』
は
出
て
来
な
い
。
従

っ
て
こ
の
書
、

内
容
は
と
も
か
く
と
し
て
、
当
時

の
出
版

の
常
識
か
ら
言
え
ば
、
や
は
り
重
板
で

あ

っ
た
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
記
せ
ば
、
こ
の
書
、
板

下
作
成
に
際
し
て
次
の
三
つ
の
方
針
が
あ

っ
た
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。

○
ル
ビ

・
濁
点
等
は
徹
底
的
に
省
く
。

(た
だ
し
、
四
箇
所
に
例
外
あ
り
。)

○
作
者
の
所
書
き
は
基
本
的
に
カ
ナ
と
す
る
。

○
連
句
二
巡
目
以
降
は

一
字
名
と
す
る
。
句
引
は
省
略
す
る
。

い
ず
れ
も
今
ま
で
見
て
来
た
重
板
と
共
通
す
る
省
力
化
で
、
こ
の
書
の
性
格
の

一
端

を

示

し

て

い
る

。

さ
て
こ
こ
で
、
須
原
屋
茂
兵
衛
に
つ
い
て
少
し
見
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
先

に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
こ
の

『校
正
七
部
集
』
の
三
種
の
刊
記
の
何
れ
に
も
冒
頭

部
に
そ
の
名
が
あ
り
、
し
か
も
三
種
に
共
通
し
て
出
る
の
は
彼

一
人
で
あ

っ
た
。

そ
れ
は
こ
の
書
の
出
版

・
販
売
に
彼
が
深
く
関
わ

っ
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
。
『日
本
古
典
籍
書
誌
学
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、
須
原
屋
茂
兵
衛
は

「江
戸
根
生

い
の
本
屋
」
の
代
表
で

「文
化
年
間
に
は
、
本
屋
仲
間
員
約
六
十
軒
の
う
ち
十
軒

余
が
須
原
屋
」
を
名
乗
る
よ
う
な

「江
戸
後
期
」
「最
大

の
本
屋
」
で
あ

っ
た
と

い
う
。
そ
の
本
屋
が
重
板
に
関
わ

っ
た
と
し
て
も
特
に
異
と
す
る
に
は
足
ら
な
い

が
、
注
意
す
べ
き
は
こ
の
人
物
が
小
本
七
部
集
の
正
板
に
も
名
前
を
出
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
詳
し
く
は
前
稿
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
文
化
版
小
本
七

部
集
の

一
つ
に
天
保
六
年
以
降
の
出
版
と
考
え
ら
れ
る
京
江
戸
五
軒
版
が
あ
る
。
こ

れ
は
、
京
の
野
田
治
兵
衛

・
浦
井
五

一
郎

(徳
右
衛
門
)
・
筒
井
庄
兵
衛

・
勝
村

治
右
衛
門
、
そ
れ
に
江
戸
の
須
原
屋
茂
兵
衛
の
五
軒
の
名
が
刊
記
に
見
え
る

一
本
。

文
化
五
年
以
来
勝
村
を
除
く
京
三
軒
版
と
し
て
出
版
を
続
け
て
来
た
の
に
、
こ
の

時
期
に
至

っ
て
須
原
屋
を
加
え
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
前
稿
で
は
江
戸
表
で
続
出

す
る
重
板
に
業
を
煮
や
し
た
京
の
板
元
が
江
戸
表
に
睨
み
を
き
か
せ
る
監
視
役
と

し
て
選
ん
だ
、
と
述
べ
て
お

い
た
。
そ
の
考
え
に
今
も
変
わ
り
は
な
く
、
江
戸
最

大
手

の
須
原
屋
が
監
視
役
と
し
て
加
わ
れ
ば
京
の
板
元
と
し
て
も
大
船
に
乗

っ
た

気
分
で
あ

っ
た
に
違

い
な

い
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
須
原
屋
が
弘
化
二
年
に
至

っ
て

『校
正
七
部
集
』
と

い
う
新
た
な
重
板
を
出
版
す
る
と
い
う
挙
に
及
ん
だ
。
小
本
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と
は
異
な
る
袖
珍
本
と

い
う
装
丁
を
採
り
、
刊
記
に
は

「花
鳥
庵
蔵
板
」
と
入
れ

て
須
原
屋
の
板
木
で
は
な

い
旨
を
断

っ
て
重
板
の
訴
え
を
逃
れ
る
手
立
て
を
講
じ

て
い
る
あ
た
り
、
明
ら
か
に
確
信
犯
で
あ
る
。
須
原
屋
は
二
年
後
の
弘
化
四
年
版

横
本
に
も
名
を
連
ね
、
京
の
板
元
と
の
協

調
態
勢
は
変
わ
ら
な

い
か
に
見
え
る
。

が
、
そ
の
裏
側
で
の
こ
の
挙
、
「芭
蕉
」
と
い
う
利
権
に
絡
も
う
と
す
る
本
屋

の

欲
望
は
実
に
限
り
が
な

い
。

な
お
、
付
け
加
え
て
お
け
ば
、
天
保
六
年
以
降
版
の
京
江
戸
五
軒
版
小
本
七
部

集
に
於

い
て
、
須
原
屋
を
引

っ
張
り
出
す

に
際
し
て
は
勝
村
治
右
衛
門
が
ひ
と
役

買

っ
て
い
た
形
跡
が
あ
る
。
七
部
集
の
板
権
所
有
者
で
あ
る
浦
井
と
須
原
屋
と

の

関
係
は
、
五
軒
版
小
本
と
弘
化
四
年
版
横
本
以
外
に
は
認
め
ら
れ
な

い
。
ま
た
橘

屋

・
井
筒
屋
と

の
縁
も
深
い
と
は
言
え
ず
、
『享
保
以
後
江
戸
出
版
書
目
』
に
よ

れ
ば
、
橘
屋
に
つ
い
て
は
元
文
五
年
割
印

の

『俳
譜
瓜
名
月
』
の
、
井
筒
屋
に
つ

い
て
は
宝
暦
六
年

の

『芭
蕉
句
選
拾
遺
』

の
売
り
出
し
を
須
原
屋
が
つ
と
め
た
と

い
う
事
実
以
外
は
見
出
す
こ
と
が
出
来
な

い
。
そ
れ
に
対
し
て
須
原
屋
と
勝
村
と

の
繋
が
り
は
深
く
、
天
明
五
年
割
印
の

『日
本
節
用
』
以
後
文
化
十

一
年
割
印

の

『四
書

(中
形
カ
タ
カ
ナ
付
)
』
に
至
る
ま
で
合
計
十
七
点

の
勝
村
出
版
書
の
売

り
出
し
を
須
原
屋
が
引
き
受
け
て
い
る
。

こ
れ
を
見
れ
ば
、
天
保
六
年
以
降
小
本

七
部
集
に
須
原
屋
が
噛
ん
で
来
た
の
は
勝
村

の
取
り
持
ち
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た

と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
功
に
よ

っ
て
、
勝
村
自
身
も
そ
の

後
十
年
以
上
に
わ
た

っ
て
七
部
集
の
お
こ
ぼ
れ
に
預
か
る
こ
と
を
得
た
の
で
あ
る
。

一
〇

嘉
永
四
年
版
横
本

図
版
38
頁

最
後
に
弘
化
四
年
版

『俳
譜
七
部
集
』
と
同
様
横
本
に
仕
立
て
た
嘉
永
四
年
刊

『校
正
七
部
集
』
を
見
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
管
見
に
入

っ
た
の
は
次
の
六
点

横本

上

奈
良
大
本
①

*
○

奈
良
大
本
②

*
○

奈
良
大
本
③

*
○

奈
良
大
本
④

○

家
蔵
本

欠

綿
屋
本
脚
・
10

0

　 　 　

○ ○ ○ ○ ○ 欠 下

 

致
す
る
。
た
だ
し
、
奈
良
大
本
①
③
は
白
地
、

本
②
)
は
、
題
簸
。
図

2

(奈
良
大
本
①
)

本
を
除
く
五
点
に
あ
り
、
同

一
板
木
に
よ
る
も
の
。

表
は

「嘉
永
四
年
辛亥
孟
春
あ
ず
ま
の
大
城
の
ほ
と
り
に
し
る
す
」

龍
守
」
書
の
凡
例
、
裏
は
目
次
。
以
下
板
芯
に
丁
付
を
入
れ
、

と
し
て

『春
の
日
』
『冬
の
日
』
『ひ
さ
ご
』

～
六
十

一
と
し
て

『阿
羅
野
』

『阿
羅
野
員
外
』

良
大
本
③
)
の
刊
記
は
綿
屋
本
以
外
の
四
点
に
見
ら
れ
る
も
の
で
、

紙
見
返
し
に
貼
付
。
綿
屋
本
は
乾
巻
見
返
し
の

屋
佐
兵
衛
版
」
と
入
木
を
し
、
刊
記
も
そ
れ
に
合
わ
せ
て

日
本
橋
通
二
丁
目
/
玉
山
堂

山
城
屋
佐
兵
衛
」 で

あ
る
。
横
本
二
冊
。
寸
法
は
奈

良
大
本
①
を
例
に
と
れ
ば
、
縦
伽

糎

・
横

鵬
糎
。
本
に
よ

っ
て
縦

・

横
と
も
多
少
の
違

い
が
あ
る
。
表

紙
左
肩

の
題
籏
は
、
乾
巻
三
点

・

坤
巻
三
点
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に

一

②
④
は
黄
色
地
。
図
1

(奈
良
大

は
乾
巻
見
返
し
で
、
坤
の
み
の
家
蔵

冒
頭
に
丁
付
な
し
の

一
丁
、

と
結
ぶ

「亀
岡

乾
巻
は

一
～
七
十

『猿
蓑
』

『続
猿
蓑
』
を
、
坤
巻
は

一

『炭
俵
』
を
収
め
る
。
図
3

(奈

坤
巻
の
後
表

「東
昌
軒
蔵
板
」
の
所

へ

「山
城

「嘉
永
四
辛亥
年
六
月
/

と
改
め
た
後
刷
本
。
編
者
の
企
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て
の
動
機
は
、
凡
例
に

「今
流
布
の
印
本

、
い
つ
れ
も
粗
漏
に
し
て
書
写
の
誤
多

く
、
こ
れ
が
為
に
句
意
き
こ
え
ざ
れ
ば
」
と
述
べ
る
如
く
、
弘
化
二
年
版
袖
珍
本

に
同
様
で
、
本
文
も
主
に
寛
政
版
半
紙
本

に
拠
り
な
が
ら
文
化
版
小
本
な
ど
で
校

合
し
た
も

の
と
見
て
良

い
。
例
に
よ

っ
て
ル
ビ

・
濁
点
な
ど
の
省
略
も
鵬
箇
所
と

多

い
が
、
半
紙
本
の
そ
れ
を
忠
実
に
残
し
た
と
こ
ろ
も
29
箇
所
あ
り
、
ま
た
逆
に

ル
ビ
を
補

っ
て
い
る
例
も
9
箇
所
認
め
ら

れ
る
。
さ
ら
に

「詩
題
の
た
ぐ
ひ
、
元

禄

の
古
板
と

い
へ
ど
も
誤
字
脱
字
あ
れ
ば
、
本
書
に
就
て
正
す
」
(凡
例
)
と
の

宣
言
通
り
、
『阿
羅
野
』
収
録
句

の
前
書

な
ど
を
原
典
に
当
た

っ
て
正
し
て
い
る

例
も

い
く

つ
か
あ

っ
て
、
袖
珍
本
の
編
者

よ
り
は
見
識
が
感
じ
ら
れ
る
。
が
、
こ

の
本
も
正
板
元
と
の
関
係
は

一
切
認
め
ら

れ
ず
、
や
は
り
重
板
と
考
え
ざ
る
を
得

な

い
。
見
返
し
に
出
る
校
訂
者
の

一
人
八
雲
龍
守
、
凡
例
筆
者

の
亀
岡
龍
守
、
刊

記
部
の
蔵
板
主
亀
岡
甚
三
郎
は
同

一
人
物

の
は
ず
で
、
見
返
し
に
よ
れ
ば
東
昌
軒

と
も
号
し
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
素
姓
は
不
明
。
刊
記
部
に
製
本
所
と
し
て
出
る

亀
田
屋
甚
蔵
と
名
前
が
似
る
の
は
、
単
な

る
偶
然
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

も
う

一
軒

の
英
屋
大
助
は

『改
訂
増
補
近
世
書
林
板
元
総
覧
』
に
よ
れ
ば
、
幕
末

の
書
物
問
屋
古
組
五
十
六
軒
の

一
で
れ

っ
き
と
し
た
本
屋
な
の
だ
が
、
亀
田
屋
甚

蔵
は
同
書
に
そ
の
名
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
な

い
。
素
姓
不
明
氏
を
蔵
板
主
と
す

る
手
口
も
、
先
の
袖
珍
本
と
全
く
同
じ
。
「製
本
所
」
と
躾
し
た
あ
た
り
も

い
か

に
も

い
か
が
わ
し
い
。
こ
の
重
板
、
横
本
と

い
う
装
丁
は
弘
化
四
年
版
の
正
板
を

意
識
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
浦
井
が
続
出
す
る
小
本
の
重
板
に
対
抗
す
る
た
め
に

出
し
た
弘
化
四
年
の
横
本
が
、
こ
こ
に
ま
た
新
た
な
重
板
を
生
み
出
す
こ
と
に
な

っ

た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

安
永
三
年
に
江
戸
の
町
の
片
隅
で
富
田
新
兵
衛
の
思
い
つ
き
か
ら
生
ま
れ
た
小

本
七
部
集
は
、
小
本
二
冊
と
い
う
手
軽
さ
と
寛
政
五
年
の
芭
蕉
百
回
忌
を
頂
点
と

す
る
芭
蕉
賛
仰
熱
に
も
支
え
ら
れ
て
大
当
た
り
商
品
と
な
り
、
そ
の
出
版
期
間
は

三
十
年
余
に
及
ん
だ
。
こ
の
間
、
類
書
七
部
集
は
別
と
し
て
、
小
本
七
部
集
を
そ

の
ま
ま
模
し
た
如
き
重
板
の
出
た
形
跡
は
無
い
。
京
の
正
板
元
で
あ
る
井
筒
屋
庄

兵
衛

・
西
村
市
郎
右
衛
門
と
そ
の
協
力
者
で
あ
る
橘
屋
治
兵
衛
は
言
う
ま
で
も
な

く
、
相
板
元
と
し
て
名
を
連
ね
た
山
崎
金
兵
衛

・
富
田
新
兵
衛
も
そ
れ
な
り
の
利

益
を
得
た
と
思
わ
れ
る
。
が
、
こ
と
は
決
し
て
平
穏
で
は
な
く
、
そ
の
間
に
は
天

明
五
年
頃
の
西
村

の
出
版
活
動
停
止
、
天
明
八
年
京
都
大
火
に
よ
る
井
筒
屋
の
罹

災
、
享
和
三
年

の
富
田
死
去
、
文
化
四
年
頃
の
山
崎

の
退
隠
と

い
う
出
来
事
が
相

次
ぐ
。
そ
し
て
、
文
化
三
年
頃
に
七
部
集

・
ほ
そ
道
な
ど
の
芭
蕉
関
係
の
主
要
俳

書
の
板
権
を
井
筒
屋
か
ら
買
い
取

っ
た
浦
井
徳
右
衛
門
と
、
彼
と
組
ん
だ
橘
屋
の

手
に
よ

っ
て
、
小
本
七
部
集
は
文
化
五
年
に
再
刻
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
既
に

板
権
を
手
離
し
た
は
ず

の
井
筒
屋
の
名
も
加
え
た
こ
の
京
三
軒
板
で
、
江
戸
の
本

屋
が
外
れ
た
の
は
全
く

の
偶
然
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
安
政
の
初
め
に
浦
井
が
芭

蕉
関
係
の
俳
書
の
板
権
を
手
離
す
ま
で
の
約
半
世
紀
の
問
、
小
本
七
部
集
の
利
権

は
浦
井
と
橘
屋
に
よ

っ
て
独
占
さ
れ
た
か
に
見
え
る
。
が
、
皮
肉
な
こ
と
に
、
文

化
再
刻
版
で
江
戸
の
本
屋
が
外
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
江
戸
表

へ
の
睨
み
が
き
か

な
く
な
り
、
当
地
で
C

・
B

・
D
本
の
よ
う
な
重
板
の
続
出
を
招
く
こ
と
に
な

っ

一34一
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た
。
浦
井
は
京
都
の
書
林
仲
間
を
通
じ
て
度

々
差
し
構
…え
を
起
こ
し
、
板
木

・
摺

本
没
収
の
処
置
を
取
ら
せ
た
こ
と
も
あ

っ
た
が
、
そ
れ
で
も
重
板
の
動
き
は
止
む

こ
と
が
な
い
。
そ
こ
で
浦
井
が
考
え
た
の
が
、
監
視
役
と
し
て
江
戸
の
本
屋
を
抱

き
こ
む
こ
と
で
あ

っ
た
。
選
ば
れ
た
の
は
江
戸
最
大
手

の
須
原
屋
茂
兵
衛
、
取
り

持

っ
た
の
は
勝
村
治
右
衛
門
で
あ
る
。
し
か
し
こ
と
は
浦
井
の
目
論
見
通
り
に
は

運
ば
ず
、
掌
中
本
と
そ
の
覆
刻
版
、
天
保
校
正
七
部
集
等

々
、
重
板
は
跡
を
絶
た

な

い
。
困
じ
果
て
た
浦
井
は
重
板
で
あ
る
掌
中
本
を
も
と
に
新
商
品
の
横
本
を
こ

し
ら
え
る
と
い
う
苦
肉
の
作
に
出
る
の
だ

が
、
浦
井
が
そ
の
策
を
講
じ
て
い
る
足

元
で
は
江
戸
表
の
監
視
役
と
し
て
頼
ん
だ

は
ず

の
須
原
屋
が
袖
珍
本
形
式
の
重
板

を
出
す
に
至
り
、
時
を
置
か
ず
横
本
を
模

し
た
新
た
な
重
板
も
登
場
し
て
来
る
こ

と
に
な

っ
た
。
約
半
世
紀
の
間
に
九
種
に
及
ん
だ
小
本
七
部
集
の
重
板
は
、
本
屋

同
志

の
仁
義
を
欠
い
て
ま
で
そ
れ
を
扱
う

こ
と
に
よ

っ
て
得
ら
れ
る
利
益
の
大
き

さ
、
す
な
わ
ち

「芭
蕉
」
と

い
う
利
権

の
大
き
さ
を
示
し
て
余
り
あ
る
。
同
時
に

そ
の
利
権
を
守
る
た
め
に
、
半
世
紀
に
わ
た

っ
て
浦
井
が
重
ね
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
苦
労
も
、
ま
た
そ
の
大
き
さ
に
見
合
う
も

の
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

前
稿

と
同
様

、
こ

の
稿
を

成
す

に
際

し
御
手

持
ち

の
小
本

七
部
集
を
全

面
的
に
御
提

供

の
上
、
引
用

・
図
版

掲
載
を

御
快
諾

下
さ

っ
た
雲
英
末

雄
氏

・
加

藤
定
彦
氏

の
御
厚
宜

に

深

く
感
謝

す
る
次
第

で
あ

る
。
両

氏
に
よ

る
資
料
提

供
が
な
け

れ
ば
、
小

本
七
部
集

の
重

板

の
こ
と
は
こ
こ
ま
で
は
明
ら
か
に
出
来
な
か

っ
た
。

な
お
、
こ

の
稿
は
平
成
十
四
年
度
奈
良
大
学
研
究
助
成

に
よ
る
も

の
で
あ
る
。

(平
成
十
五
年
八
月
二
十
九
日
記
)

一35一
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な
お
最
後
に

一
言
付
け
加
え
て
お
け
ば
、
小
本
七
部
集

の
重
板
を
め
ぐ
る
問
題

は
こ
れ
だ
け
に
止
ま
ら
な

い
。
安
永
版

の
出
た
あ
と
陸
続
と
現
わ
れ
た
類
書
七
部

集
、
そ
れ
に
寛
政
以
降
に
目
立
ち
始
め
る
七
部
集
注
釈
書
の
出
版
に
板
元
が
ど
の

よ
う
に
対
応
し
た
か
と

い
う
こ
と
も
視
野

に
入
れ
な
け
れ
ば
、
「芭
蕉
」
と
い
う

利
権

の
本
当

の
大
き
さ
は
見
え
て
こ
な
い
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
ま
た
次
稿
に
譲

る
こ
と
に
し
よ
う
。
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